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d
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e
n
s
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e
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G
e
l
d
w
e
r
t
h
e
s
"

を
中
心
に
し
て
ー

物
価
現
象
の
研
究
の
歴
史
は
可
成
り
古
い
。
た
と
え
ば
ラ
フ
リ
ン
に
よ
れ
ば
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
一
六
七
五
年
に
ラ
イ
ス
・
ボ
ア
ン

が^
＾
.A 
D
i
s
c
o
u
r
s
e
 
o
f
 
C
o
i
n
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n
d
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o
i
n
a
g
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の
な
か
で
一
三
五
二
年
と
五
三
と
の
物
価
を
比
較
し
て
お
り
、

ョ
ッ
プ
・
フ
リ
ー
ト
ウ
ッ
ド
が
^

Ĉ
h
r
o
n
i
c
o
n
 p
r
e
c
i
o
u
m
"
 (
宝
貨
事
歴
）
の
な
か
で
一
四
四

0
年
1

八
0
年
と
一
七

0
七
年
当
時
と
の

(

1

)

 

物
価
を
比
較
し
て
い
る
。
し
か
し
シ
ュ
ム
ペ
ー
タ
ー
に
よ
れ
ば
物
価
指
数
の
目
的
で
あ
る
貨
幣
価
値
、
あ
る
い
は
貨
幣
の
購
買
力
の
測

定
に
役
立
つ
も
の
で
最
初
の
も
の
は
ゼ
ー
ト
ベ
ー
ア
・
サ
ウ
ア
ベ
ッ
ク
の
指
数
算
式
で
あ
り
、

の
に
帰
す
る
と
い
う
。
な
お
、
彼
に
よ
れ
ば
、
単
な
る
学
説
史
的
知
識
と
し
て
知
る
も
の
に
、

(

2

)

 

•
つ
。

(

3

)

 

し
か
し
、
ケ
イ
ン
ズ
に
よ
る
と
お
り
「
実
際
上
の
目
的
の
た
め
に
は
物
価
指
数
は
一
八
六

0
年
代
か
ら
始
ま
る
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ

物
価
指
数
は
形
式
的
に
は
基
準
時
点
（
期
間
）
の
物
価
水
準
（
平
均
物
価
水
準
）
へ
対
す
る
比
較
時
点
（
期
間
）
の
物
価
水
準
（
平
均
物

物
価
指
数
算
式
の
原
型
を
め
ぐ
っ
て
（
高
木
）

れ
も
こ
の
よ
う
な
ケ
イ
ン
ズ
の
考
方
に
立
つ
も
の
で
あ
る
。

「
物
価
指
数
算
式

ー
特
に

論

文

高

四

そ
れ
ら
は
す
べ
て
ニ
ュ
ー
マ
ー
チ
の
も

シ
ュ
ッ
ク
プ
リ
ン
の
そ
れ
が
あ
る
と
い

木

一
七

0
七
年
に
ビ
シ

玄

の

原

型

を

め

ぐ

つ

て」

秀
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d
d
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i
g
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、、

価
水
準
）
の
比
率
で
あ
る
。
当
然
、
こ
こ
で
両
時
点
間
の
平
均

(
D
u
r
c
h
s
c
h
n
i
t
t
d
e
r
 
P
r
e
i
s
v
e
r
h
a
l
t
n
i
s
s
e
)

か、

価
格
平
均
の
両

時
点
間
の
比
重

(
V
e
r
h
a
l
t
n
i
s
s
d
e
r
 
P
r
e
i
s
d
u
r
c
h
s
c
h
n
i
t
t
e
)

か
と
い
う
問
題
が
生
じ
て
く
る
。
こ
の
問
題
に
応
じ
て
、
い
か
な
る

、
、
、
、
、

平
均
値
計
算
を
求
め
る
か
、
第
二
に
比
率
で
あ
る
限
り
、
分
数
の
計
算
に
よ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
分
子
、
分
母
の
も
つ
意
味
、
全
体

と
し
て
の
分
数
形
式
の
語
る
意
味
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
か
が
取
り
上
げ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
両
時
点
間
の
平

均
価
格
比
よ
り
出
発
す
れ
ば

の
形
を
と
り

(
P
l…
第
1

時
点
1
1

基
準
時
点
の
価
格
、
m
:
•第
2

時
点
ー
比
較
時
点
の
価
格
）
、
な
お
、こ
れ
に
あ
る
一
定
の
数
量
単
位

q
を
考

釦
を

Pz
で
表
わ
れ
る
回
数
と
す
る
な
ら
ば
、
P
l
に

ql
を
乗
じ
、

m
に
釦
を
乗
じ
て
お

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
加
重
し
て
お
く
と
い
う
べ
き
で
あ
る
）
。
す
る
と
、
国
じ
は
2
匹
交
、
国
に
は
改
芦
2

と
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
こ
れ
に
よ
り
既
述
の
表
現
は

.
M
 
q
l
 
．
 

M
P
2
q
2
 

M
 P
1
q
1
 
M
i
q
2
 

と
な
り
、
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
「
ド
ロ
｀
ー
ビ
ッ
シ
ュ
の
算
式
」
と
い
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
実
際
に
も
一
八
八
五
年
と
一
八
八
六
年
の
ド

(

4

)

 

イ
ツ
外
国
貿
易
統
計
に
応
用
さ
れ
た
。
こ
れ
を
第
一
時
点
に
関
し
て
ql

、
第
二
時
点
に
つ
い
て

S
を
加
重
す
る
と
、

均
価
格
比
に
こ
の
加
重
係
数
を
ど
の
よ
う
に
取
り
入
れ
る
か
に
よ
っ
て
次
の
二
つ
の
表
現
が
導
か
れ
る
。
す
な
わ
ち

崖
…
…
…
•
…
•
•
(
q
l
で
加
重
す
る
）

M
 P
1
q
1
 

(
i
)
 

墨
…
…
…
…
…
（
伍
で
加
重
す
る
）

M
 P
1
q
2
 

(
i
i
)
 

こ
の
（
・
1

)
式
は
「
ラ
ス
。
ハ
イ
レ
ス
算
式
」
、

C
l
l
)
式
は
「
。
ハ
ー
シ
ェ
算
式
」
と
い
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
(

i

)

は
第
2
時
点
（
比
較
時
点
）

慮
に
入
れ
、

qi
を
P
l
で
表
わ
れ
る
回
数
、

(
M
P
2
[
n
)
＋（
M
 P
1
/
n
)
 

四

両
時
点
間
の
平
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(

1

)

 

(

2

)

 

に
も
強
く
打
ち
出
さ
れ
て
き
た
。

の
価
格
で
第
1
時
点
（
基
準
時
点
）
の
購
入
数
量
を
評
価
し
た
貨
幣
額
の
第
1
時
点
の
同
一
購
入
数
量
の
貨
幣
額
の
比
率
を
語
り
、

C
1
1
)

ち
M
P
1
q
1
,
 
I
P
z
q
1
,
 
M
 
P
1
q
z
,
 
I
p
z
q
z
で
あ
り
、

は
第
2
時
点
の
価
格
で
第
2
時
点
の
購
入
数
量
を
評
価
し
た
貨
幣
額
の
第
1
時
点
の
価
格
で
第
2
時
点
で
の
購
入
数
量
を
評
価
し
た
貨

(

5

)

 

幣
額
へ
対
す
る
比
率
で
あ
る
。
(

i

)

、（
iill)
の
両
算
式
に
お
け
る
二
つ
の
算
式
の
分
子
、
分
母
は
全
部
で
四
種
の
も
の
が
あ
る
。
す
な
わ

p
あ
る
い
は

q
の
添
字
が
そ
れ
ぞ
れ
相
等
し
け
れ
ば
ボ
ル
ト
キ
ヴ
ィ
ッ
チ
に
よ
っ
て

「I
s
t
,
 
B
e
t
r
a
g
」
と
称
せ
ら
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
相
異
な
る
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
「
S
o
l
l
,
B
e
t
r
a
g
」
と
称
せ
ら
れ
、

格
は

P
お
よ
び

q
に
よ
る
個
別
指
数
が
相
互
に
一
致
す
る
や
い
な
や
に
よ
っ
て
明
白
に
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
…
…
(

i

)

式
は
「
現
実
的

(

6

)

 

貨
幣
額
」
に
対
す
る
「
推
定
的
貨
幣
額
」
の
比
率
で
あ
り
、
合
3

)

は
「
推
定
的
貨
幣
額
の
比
率
を
語
る
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
。
こ
の
よ

う
な
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
算
式
と
パ
ー
シ
ェ
算
式
と
を
対
立
的
に
考
え
る
態
度
は
わ
が
国
の
み
で
は
な
く
、
諸
外
国
の
普
通
の
統
計
覚
書
、

あ
る
い
は
物
価
指
数
に
関
す
る
著
書
、
論
文
の
大
部
分
が
と
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
「
物
価
水
準
の
概
念
と
そ
の
測
定
の
諸
方

式
に
つ
い
て
の
研
究
」
(
E
i
n
e
U
n
t
e
r
s
u
c
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u
n
g
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i
b
e
r
 d
e
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r
i
f
f
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r
e
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n
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v
e
a
u
s
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n
d
 d
i
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M
e
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h
o
d
e
n
 s
e
i
n
e
r
 M
e
s
e
u
n
g
)
 

を
副
題
と
し
た
ハ
ー
バ
ラ
ー
の
『
指
数
の
意
味
』

特
に
コ
ニ
ュ
ス

の
指
数
値
の
上
限
、
。
ハ
ー
シ
ェ
算
式
を
そ
の
下
限
と
す
る
、

物
価
指
数
算
式
の
原
型
を
め
ぐ
っ
て
（
高
木
）

四

そ
れ
ぞ
れ
の
総
和
の
性

「
統
計
的
比
較
の
論
理
の
た
め
の
一
寄
与
」

(
B
e
i
t
r
a
g

(

7

)

 

z
目
L
o
g
i
k
d
e
s
 s
t
a
t
i
s
c
h
e
n
 V
e
r
g
l
e
i
c
h
)
を
副
題
と
し
た
フ
ラ
ス
ケ
ン
。
ハ
ー
の
『
指
数
の
理
論
』
に
お
い
て
も
同
じ
こ
と
で
あ
る
。

(

8

)

 

(
I
W
H
F
O
C
.
A
.
A
.
)
論
文
以
来
の
「
物
価
指
数
の
経
済
理
論
」
を
め
ぐ
る
問
題
の
中
心
を
ラ
ス
。
ハ
イ
レ
ス
算
式
を
真

い
わ
ゆ
る
「
限
界
値
問
題
」
に
お
い
て
は
、
両
算
式
の
対
応
性
が
あ
ま
り

（
傍
点
筆
者
）
に
お
い
て
も
、

J. 
L
.
 
L
a
u
g
h
l
i
n
 "
r
K
e
p
r
W吏
CS]les 
of 
M
o
n
e
y
,
 N•Y·

>

1911,

p. 
1
4
2
f
f
.
 

J. 
S
c
h
u
m
p
e
t
e
r
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D
i
e
 M
e
t
k
o
d
e
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e
r
 I
n
d
e
x
 Z
a
k
l
e
n
,
 
Statistische 
M
o
n
a
t
s
c
h
r
i
f
t
,
 
N
e
u
e
 F
o
l
g
e
,
 
X. J
a
h
r
g
a
n
g
,
 
W
i
e
n
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9
0
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K
e
y
n
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s
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A
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r
e
a
t
i
s
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n
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o
n
e
y
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o
l
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L
o
n
d
o
n
,
 
1
9
5
0
,
 
p
.
5
5
.
 

(4)F•Y• 

E
d
g
e
w
o
r
t
h
,
 
P
a
p
e
r
s
 
r
e
l
a
t
i
n
g
 
to 
P
o
l
i
t
i
c
a
l
 
E
c
o
n
o
m
y
,
 V
o
l
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1
 "
 L
o
n
d
o
n
,
 
1
9
2
5
,
 
p. 
2
8
2
.
 

(5)G.F• 

H
a
b
e
r
l
e
r
 "
D
e
r
s
笙
n
d
e
r
I
ミd
e
閑
a
h
l
e
n
-
E
言
U
n
t
e
r
s
思
言
ミ
g

忠
e
r
d
e
n
 B
e
g
r
i
f
f
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e
s
 
P
r
e
i
s
n
宮
g

s

塁
d

d
i
e
 
i
1
l
e
t
h
o
d
e
n
 

s
e
i
n
e
r
 
M
e
s
s
u
n
g
,
 
T
i
i
b
i
n
g
e
n
,
 
1
9
2
7
.
 
s
.
1
5
 ,
 
s.16・ 

(6)L• 

v
.
B
o
r
t
k
i
e
w
i
c
z
:
 

Z
思
品
塁
d

S
t
r
u
k
t尽
蕊

n
e
r
p
r蕊
s
i
n
d
e
x
z
a
h
l
,
N
o
r
d笞
k
s
t
a
t
硲忌
T
蕊
s
k
r
i
f
t
,
B
a
n
d
 I, 
1
9
2
2
,
 
s.372. 

(

7

)

 

P
.
 
F
l
a
s
k
i
i
m
p
e
r
:
 
T
h
e
o
r
i
e
 
d
e
r
 I
n
d
e
x
 g
 h
l
e
n
,
 
B
e
i
t
r
a
g
 
z
 ur
 L
o
g
i
k
 d
e
s
 
st
色
色
s
c
h
e
n
V
e
r
g
笠
chs,

B
e
r
l
i
n
 
u
n
d
 
L
e
i
p
z
i
g
,
 
1
9
2
8
.
 

r
フ
ラ
ス
ケ
ン
パ
ー
の
指
数
理
論
L

に
つ
い
て
は
内
海
庫
一
郎
氏
の
次
の
研
究
が
あ
る
。
同
氏
、

7

フ
ラ
ス
ケ
ン
。
ハ
ー
の
指
数
理
論
L

、
経
済
論
叢
、

四
十
七
巻
三
号
、
―
二
五
ペ
ー
ジ
ー
一
七
ニ
ペ
ー
ジ
ー
。
こ
の
論
文
で
内
海
氏
は
ヂ
ニ
の
次
の
論
文

C
.
G
i
n
i
"ょ～
u
e
l
q
u
e
s
 
c
o
n
s
l
d
c
r
a
t
i
o
n
s
 
a1t 

娑
jet

d
e
 
la, 
c
o
n
s
t
r
u
c
t
i
o
n
 
d
e
s
 
n
o
m
b
r
e
s
 
i1蕊
苔
es
d
e
s
 
p
r
i
x
 
et 
d
e
s
 
q
u
e
s
t
i
o
n
s
 
a
n
a
l
o
g
u
e
s
,
 
M
e
t
r
o
n
,
 
V
o
l
.
 IV• 

N
.
 
I, 
p
.
3
 
-

p
.
1
6
2
,
 

の
五
頁
か
ら
六
頁
に
わ
た
る

7

問
題
は
わ
れ
わ
れ
が
二
群
の
因
子
（
価
格
と
数
蓋
）
の
結
果
と
し
て
観
察
し
う
る

m
と
い
う
大
き
さ
に
対
し
て
い
る
の

を
見
出
す
と
い
う
仕
方
で
提
起
さ
れ
る
。
…
…
い
か
に

m
な
る
大
き
さ
が
形
成
さ
れ
る
か
を
計
算
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
場
合

の

m
は
”
と
間
違
っ
て
訳
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
内
海
氏
が

7

も
し
も
我
々
が
問
題
の
解
決
に
必
要
な
総
て
の
材
料
を
処
理
す
る
な
ら
ば
L

と
訳
さ
れ

て
い
る
箇
処
は

7

も
し
、
わ
れ
わ
れ
が
問
題
の
解
決
に
必
要
な
あ
ら
ゆ
る
要
素
を
知
っ
て
い
る
な
ら
ば
L

と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

(8)

(A• 

K
o
H
r
o
c
,
'
I
l
p
 0
6臼
e
M
a
ll'.CTIIHHOro H
H
.
n
;
e
K
c
a
 C
T
O
I
I
M
O
C
T
I
I
)
K
l
l
'
.
3
H
I
I
,
"
 3
K
O
H
O
M
!
f
q
e
c
K
!
l
f
t
 O
I
O
J
I
J
i
e
T
e
H
b
 K
O
H
b
!
O
H
K
T
y
p
H
o
r
o
 

目
C
T
H
T
y
T
a
,
M
O
C
K
B
a
,
 C
e
H
T
l
l
o
p
b
 ,
0
 .IITllOpb, 
1
9
2
4
)
 

前
節
で
は
ラ
ス
。
ハ
イ
レ
ス
算
式
と
。
ハ
ー
シ
ェ
算
式
と
の
対
応
性
を
簡
単
に
取
り
扱
っ
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
ラ
ス
。
ハ
イ
レ
ス
の
一
八

(

1

)

（

2
)
 

六
四
年
の
第
一
論
文
、
一
八
七
一
年
の
第
二
論
文
の
な
か
に
は
彼
自
分
の
手
に
よ
っ
て
前
節
で
述
べ
た
よ
う
な
算
式
は
導
か
れ
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。
特
に
第
一
論
文
で
は
そ
の
論
文
の
主
題
、
副
題
が
示
す
と
お
り
一
八
四
八
年
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
、

一
八
五
一
年
の
オ

四
四
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物
価
指
数
算
式
の
原
型
を
め
ぐ
っ
て
（
高
木
）

ベ
ー
ヤ
は
次
の
結
論
を
下
し
た
。

の
比
率
で
、
最
も
小
さ
く
下
落
し
た
も
の
は
リ
ン
ネ
ル
で
あ
り
、

四
五

1
0
0か
ら
五
九
・
三
一
へ
の
比
率
を
示
し
た
。
こ
れ
か
ら
ゼ
ー
ト

1
0
0か
ら
二
四
ニ
・
七
ヘ

(

3

)

 

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
金
鉱
発
見
が
当
時
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
特
に
ロ
ン
ド
ン
市
の
物
価
を
研
究
し
た
ニ
ュ
ー
マ
ー
チ
、

(

4

)

 

価
を
研
究
し
た
ゼ
ー
ト
ベ
ー
ヤ
の
資
料
に
基
ず
き
、
単
純
算
術
平
均
法
に
よ
る
物
価
分
析
を
試
み
、
両
者
は
と
も
に
当
時
の
、
す
な
わ

ニ
ュ
ー
マ
ー
チ
で
は
「
一
八
四
八
年
以
降
の
九
カ
年
間
の
」
ゼ
ー
ト
ベ
ー
ヤ
で
は
「
一
八
三
一
年
ー
四

0
年
の
期
間
と
一
八
四
一

年
ー
五

0
年
の
十
力
年
の
両
期
間
の
平
均
価
格
と
一
八
五
四
年
の
平
均
価
格
、

ニ
ュ
ー
マ

ー
チ
で
は
「
わ
れ
わ
れ
は
一
八
四
八
年
以
降
、
九
カ
年
経
過
し
た
一
八
五
七
年
の
初
頭
に
到
る
ま
で
、
価
格
は
貴
金
属
貨
幣
の
増
大
あ

る
い
は
商
業
国
へ
と
流
入
し
た
一
億
六
千
万
か
ら
一
億
七
千
万
の
新
し
い
金
に
よ
っ
て
著
し
く
騰
貴
し
た
と
主
張
す
る
こ
と
は
出
来
な

一
八
五
七
年
と
一
八
五
一
年
と
を
比
較
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
重
要
な
価
格
騰
貴
は
需
要
と
供
給
と
の
関
係
に
よ

C

5

)

 

っ
て
明
ら
か
に
な
る
」
も
の
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
、
こ
の
需
要
の
増
大
を
も
た
ら
す
も
の
を
賃
金
あ
る
い
は
利
潤
よ
り
成
る
「
所
得

の
増
大
」
に
求
め
、
さ
ら
に
「
金
産
出
国
へ
対
す
る
輸
出
品
へ
対
す
る
需
要
の
増
大
」
に
こ
れ
を
求
め
、
山
需
要
は
増
大
、
供
給
の
比

較
的
減
少
、
②
供
給
は
一
定
不
変
、
需
要
の
比
較
的
増
大
、
③
需
要
、
供
給
と
も
に
一
八
五
七
年
で
は
、

と
い
う
三
状
態
が
一
八
五
七
年
に
既
に
み
と
め
ら
れ
た
と
し
、

い
う
」
第
一
の
想
定
の
な
か
に
当
時
の
物
価
騰
貴
の
原
因
を
求
め
た
C

他
方
、

了
八
五
一
年
と
同
様
で
あ
る

「
正
し
い
説
明
は
需
要
が
供
給
よ
り
も
比
較
に
よ
り
増
大
し
て
い
る
と

ゼ
ー
ト
ベ
ー
ヤ
に
よ
れ
ば
、
四
二
種
類
の
品
目
に
つ
い

て
上
述
の
期
間
に
つ
い
て
「
一
八
五
五
年
で
は
四
二
種
類
の
商
品
品
目
の
う
ち
の
三

0
品
目
は
一
八
―
―
―
一
年
ー
四

0
年
に
比
し
て
価
格

騰
貴
を
、

「
従
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
い
く
ら
か
確
信
を
以
っ
て
次
の
よ
う
な
見
解
を
述
べ
る
こ
と
が
出
来
る
。
す
な
わ
ち
、
増
大
し
た
貨
幣
生

い
こ
と
を
販
に
述
べ
た
。

一
八
五
五
年
の
平
均
価
格
」
と
を
比
較
し
、

ち、

こ
れ
に
対
し
て
―
二
品
目
は
下
落
を
示
し
た
。
最
も
著
し
く
騰
貴
し
た
も
の
は
小
麦
で
あ
り
、

ハ
ン
ブ
ル
グ
市
の
物
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ー
ク
、

腿
西
大
學

q社
漬
論
集
』
第
一
四
巻
第
五
号
、

産
の
価
格
の
一
般
的
な
騰
貴
へ
及
ぼ
す
本
質
的
作
用
は
今
日
に
至
る
ま
で
明
瞭
に
さ
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
過
去
八
カ
年
に
現
わ
れ

た
、
な
お
、

そ
れ
以
前
の
各
時
代
と
比
較
し
て
見
ら
れ
る
著
し
く
極
蝶
な
流
通
地
金
行
幣
鼠
の
増
大
は
、

な
影
警
を
及
ぼ
さ
な
い
で
済
ま
し
得
た
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
何
事
が
語
ら
れ
る
か
？

い
。
な
る
ほ
ど
、
わ
れ
わ
れ
は
そ
の
影
密
は
小
さ
い
も
の
で
は
な
い
と
推
定
す
る
。
た
だ
こ
の
こ
と
自
体
は
従
来
、
積
極
的
な
も
の
と

(

6

)

 

し
て
よ
り
も
む
し
ろ
消
極
的
な
も
の
で
あ
っ
た
」
と
す
る
見
解
に
対
し
て
ラ
ス
。
ハ
イ
レ
ス
は
「
私
は
こ
の
問
題
に
関
し
て
ゼ
ー
ト
ベ
ー

ヤ
に
賛
成
は
し
な
い
。
当
時
、
貨
幣
鼠
増
大
の
影
密
は
単
に
消
極
的
性
格
な
も
の
ば
か
り
で
は
な
く
、
む
し
ろ
積
極
的
な
も
の
で
あ
っ

た
と
確
信
す
る
し
、
ま
た
私
を
信
じ
て
ほ
し
い
」
も
の
で
あ
る
と
述
べ
、
も
し
…
ゼ
ー
ト
ベ
ー
ヤ
が
次
の
方
法
に
よ
る
な
ら
ば
、
異
な

(

7

)

 

る
結
果
へ
到
達
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
す
る
。
す
な
わ
ち

田
一
八
五
四
年
、
五
五
年
の
個
々
の
年
の
価
格
を
そ
れ
以
前
の
期
間
と
比
較
し
な
い
で
、

年
と
、
あ
る
い
は
一
八
五
一
年
ー
五
五
年
の
五
カ
年
の
平
均
と
比
較
す
る
。一

八
四
一
年
1

一
八
五

0
年
の
期
間
と
で
行
わ
れ
る
。

③
彼
（
ゼ
ー
ト
ベ
ー
ヤ
）
が
四
二
品
目
の
各
商
品
の
価
格
変
勁
よ
り
一
個
の
平
均
価
格
変
動
を
計
算
す
る
。
更
に
ラ
ス
。
ハ
イ
レ
ス
は
ト

ニ
ュ
ー
マ
ー
チ
の
「
物
価
史
」
の
独
訳
を
な
し
、

訳
者
自
分
の
注
解
や
附
録
を
付
け
た

C
.
W
o
ア
ッ
シ
ア
ー
（
こ
の
独
訳
は

^
'
D
i
e
 
G
e
s
c
h
i
c
h
t
e
 
u
n
d
 
B
e
s
t
i
m
m
u
n
g
 d
e
r
 
P
r
e
i
s
e
,
 
W
i
i
h
r
e
n
d
 d
e
r
 
J
a
h
r
e
 1
7
9
3—
1
8
5
7
"で
あ
り
、
彼
の
身
分
は
ベ
ル
ギ
ー
王
国
中
央
統
計
局

員
、
ロ
ン
ド
ン
お
よ
び
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
統
計
椀
会
会
員
で
あ
っ
た
）
も
「
一
八
四
八
年
ー
一
八
五
八
年
の
ハ
ン
ブ
ル
グ
商
品
取
引
所
の
取
引

(

8

)

 

高
と
価
格
」
を
掲
示
し
な
が
ら
、
既
述
の
金
鉱
発
見
の
影
密
に
触
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。

以
上
は
ラ
ス
。
ハ
イ
レ
ス
の
ゼ
ー
ト
ベ
ー
ヤ
・
ト
ー
ク
。
ニ
ュ
ー
マ
ー
チ
。
ア
ッ
シ
ァ
ー
ヘ
対
す
る
批
判
で
あ
る
が
、
彼
の
述
べ
よ
う

②
そ
の
比
較
が
一
八
三
一
年
1

一
八
四

0
年
の
期
間
と
で
は
な
く
、

一
八
五
三
年
、
五
四
年
、

五
五
年
の
三
カ

決
し
て
こ
の
よ
う
な
影
密
は
存
在
し
得
な

一
般
物
価
に
何
ら
か
の
重
要

四
六
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と
し
た
の
は
、
当
時
の
金
鉱
発
見
こ
そ
積
極
的
な
価
格
腑
貴
の
主
た
る
原
因
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
、
上
述
の
人
々
の
文
章
を

よ
く
読
ん
で
み
れ
ば
直
ち
に
判
る
こ
と
で
あ
る
が
、
金
鉱
発
見
を
全
く
無
視
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
ゼ
ー
ト
ベ
ー
ヤ

の
既
述
の
「
こ
の
影
警
は
小
さ
く
は
な
い
と
推
定
す
る
」
と
い
う
表
現
、

る
に
す
ぎ
な
い
」

(
D
a
s
n
e
u
e
 
G
o
l
d
 
ist 
n
u
r
 e
i
n
e
 
der. 
v
c
r
s
c
h
i
e
d
e
n
e
n
 

十
力
年
の
間
に
ル
ギ
リ
ス
お
よ
び
他
の
国
々
の
物
質
的
幸
福
の
促
進
に
根
強
く
、
か
つ
好
ま
し
い
影
響
を
与
え
た
諸
原
因
の
―
つ
で
あ

(

9

)

 

U
r
s
a
c
h
e
n
,
 
w
e
l
c
h
e
…
…
)
の
で
あ
る
。

次
に
ラ
ス
。
ハ
イ
レ
ス
は
彼
と
同
時
代
の
物
価
史
研
究
家
で
あ
り
、
彼
自
分
と
も
文
通
の
あ
っ
た
ジ
ェ
ボ
ン
ズ
の
分
析
方
法
の
批
判
を

す
な
わ
ち
、

ジ
ェ
ボ
ン
ズ
の
「
私
が
貨
幣
価
値
下
落
の
事
実
を
確
固
た
る
信
念
で
主
張
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
限

こ
れ
を
承
認
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
で
結
構
で
あ
る
。
同
時
に
、
私
自
身
の
意
見
に
よ
れ
ば
、

廻
る
か
も
わ
か
ら
な
い
。
し
か
る
に
こ
の
数
値
に
よ
る
推
定
は
、
あ
る
低
い
確
率
を
上
廻
る
も
の
を
有
す
る
こ
と
を
適
当
に
述
べ
る
よ

(

1

0

)

 

り
以
前
に
数
力
年
の
間
の
経
過
す
る
に
相
違
な
い
」
と
い
う
表
現
を
璽
視
し
た
。
特
に
ジ
ェ
ボ
ン
ズ
の
幾
何
平
均
法
ー
実
は
こ
の
方
法

こ
そ
ラ
ス
。
ハ
イ
レ
ス
の
批
判
の
対
象
と
な
る
の
で
あ
る
が
ー
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

の
商
品
に
つ
い
て
、

品
全
部
の
平
均
価
格
騰
貴
を
求
め
た
。
そ
こ
で
彼
は
全
商
品
に
つ
い
て
一
八
四
五
年
ー
五

0
年
の
六
カ
年
の
価
格
を
一

0
0と
し
、
三

カ
年
の
価
格
を
。
ハ
ー
セ
ン
テ
ー
ジ
で
表
現
し
、
た
と
え
ば
、
極
端
な
両
商
品
と
し
て
一
八
四
五
年
ー
五

0
年
の
ブ
ラ
ジ
ル
産
の
木
材
は

一
ト
ン
当
り
で
三
四
ボ
ン
ド
、

りヽ

(
1
8
4
5
:
¥
~
5
0
:
¥
)
 

物
価
指
数
算
式
の
原
型
を
め
ぐ
っ
て
（
高
木
）

"
(
1
8
6
0
:
f
f
'
.
~
6
2
.
¥
)
 
1
1
 1
0
0
 :
 2
3
5
 

一
八
六

0
年
ー
六
二
年
で
は
八

0
ボ
ン
ド
で
あ
り
、
従
っ
て
、

四
七

一
八
四
五
年
ー
五

0
年
の
六
カ
年
の
平
均
価
格
を
、

一
八
六

0
年
ー
六
二
年
の
三
カ
年
と
比
較
し
て
こ
れ
ら
の
商

―
一
八
種
の
品
目
あ
る
い
は
銘
柄

こ
の
下
落
は
約
15
％
で
あ
る
。

同
様
の
誤
信
で
そ
の
大
き
さ
を
数
的
に
表
現
す
る
。

私
が
到
達
す
る
下
落
の
最
低
の
推
定
は
9
形
で
あ
り
、

行
な
っ
て
い
る
。

も
し
読
者
諸
君
が

こ
れ
を
上

一
ュ
ー
マ
ー
チ
の
別
の
箇
処
で
述
べ
た
「
新
し
い
金
は
過
去

,¥ 
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―
―
八
品
目
の
商
品
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
こ
れ
を
求
め
る
と
、
八
四
品
目
は
騰
貴
し
、
三
四
品
目
は
下
落
し
た
。
ジ
ェ

ボ
ン
ズ
は
一
八
六

0
年
ー
六
二
年
に
わ
た
り
―
一
八
個
の
こ
の
価
格
比
の
幾
何
平
均
を
求
め
た
の
で
あ
る
。
幾
何
平
均
を
求
め
る
こ
と

一
ク
ォ
ー
タ
ー
の
穀
物
が
三
ポ
ン
ド
で
あ
る
と
き
、
六
ポ
ン
ド
と
三
ポ
ン
ド

と
の
間
に
算
術
平
均
を
求
め
る
こ
と
を
確
証
し
う
る
よ
う
な
一
ト
ン
の
鉄
と
一
ク
ォ
ー
タ
ー
の
穀
物
と
の
間
に
何
等
の
関
係
も
し
く
は

類
似
性
は
存
在
し
な
い
。
…
そ
の
後
、
鉄
一
ト
ン
は
九
ポ
ン
ド
、
一
ク
ォ
ー
タ
ー
の
穀
物
が
三
ボ
ン
ド
ー
ニ
シ
ル
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら

の
数
量
の
間
に
は
い
か
な
る
算
術
平
均
を
も
求
め
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
鉄
は
五

0
彩
あ
る
い
は
％
だ
け
騰
貴
し
た
と
言

っ
て
さ
し
つ
か
え
な
い
。
す
な
わ
ち
、
最
初
に
一

0
0だ
っ
た
も
の
が
一
五

0
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
穀
物
は
二

0
形
だ
け
、
す
な
わ

ち
％
だ
け
騰
貴
し
た
。
す
な
わ
ち
、
一

0
0が
―
二

0
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
、
の
場
合
、
比
率
1
0
0
"
 1
5
0
と
1
0
0
:
 1
2
0
と
は
同
じ
性

格
：
（
比
率
と
い
う
意
味
で
・
・
・
筆
者
）
の
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
大
き
さ
は
相
異
な
り
、
そ
の
間
に
平
均
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ

る
。
…
こ
の
平
均
パ
ー
セ
ン
テ
ー
ジ
あ
る
い
は
比
率
は
算
術
平
均
で
は
な
く
幾
何
平
均
で
あ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
て
、
具
体

的
に
「
1
0
0
l
 

1
/
2
(
1
2
0
 
+
 
1
5
0
)
あ
る
い
は
1
0
0
"
 1
3
5
で
は
な
く
1
0
0

"

✓
1
2
 
0

x

 1
5
0
あ
る
い
は
1
0
0

"

 1
3
4
.
1
6

強
と
な
る
も
の
で
あ
る
」

(
1
1
)
 

ゞ
イ
レ
ス
は
ジ
ェ
ボ
ン
ズ
の
方
法
で
は
物
価
騰
貴
の
真
の
原
因
の
究
明
は
不
可
能
で
あ
り
そ
の
限

と
い
う
こ
れ
に
対
し
て
、
ラ
ス
ノ

り
で
は
既
述
の
ゼ
ー
ト
ベ
ー
ヤ
・
ニ
ュ
ー
マ
ー
チ
と
同
じ
轍
を
踏
む
も
の
と
し
た
。
す
な
わ
ち
、
幾
何
平
均
法
に
よ
る
と
も
何
等
の
解

•
も
存
在
し
な
い
。
も
し
、
一
ト
ン
の
粗
鉄
は
六
ポ
ン
ド
、

の
根
拠
は
ジ
ェ
ボ
ン
ズ
で
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

「
あ
る
一
時
点
に
お
け
る
諸
価
格
の
平
均
を
求
め
る
よ
う
な
何
も
の

(
1
8
4
5
i
f
-
~
5
 0

柑
）

で
あ
っ
た
。

"

（

1
8
6
 0

井
~
6
2
:
¥
)

1
1
 1
0
0
 "
 4
9
 

闊
西
大
學
~
親
清
論
集
』
第
一
四
巻
第
五
号

プ
ル
ボ
ン
地
方
産
の
丁
字
は
ポ
ン
ド
当
り
一
八
四
五
年
ー
五

0
年
で
は
八
・
ニ
ー
ペ
ン
ス
、

あ
り
、

そ
の
価
格
比
は

ヽ

l

八
六

0
年
1

六
二
年
で
は
四
ペ
ン
ス
で

四
八
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オ
ま
で
、

こ
の
地
に
て
経
済
学
を
講
義
し
て
い
た
。

ド
ロ
ー
ビ
ッ
シ
ュ
は
ロ
ッ
シ
ャ
ー
よ
り
十
五
オ
の
年
長
で
あ
る
が

学
と
国
家
諸
科
学
の
講
師
と
し
て
ゲ
ッ
チ
ン
ゲ
ン
大
学
に
奉
職
し
、

闘
西
大
學

3
紅
清
論
集
』
第
一
四
巻
第
五
号

前
節
に
述
ぺ
た
ラ
ス
。
ハ
イ
レ
ス
の
理
論
で
は
、
ま
だ
今
日
、
わ
れ
わ
れ
が
「
ラ
ス
。
ハ
イ
レ
ス
算
式
」
と
称
す
る
も
の
は
打
ち
出
さ
れ

(

1

)

 

以
下
、
述
べ
る
ド
ロ
ー
ビ
ッ
シ
ュ
の
第
一
論
文
こ
そ
彼
の
算
術
平
均
の
重
要
さ
を
強
調
し
た
。

K
o
m
a
l
e
m
s
k
i
)
 

(
G
.
 

な
お
、
彼
は
コ
ワ
レ
フ
ス
キ
．
I

に
よ
っ
て
「
コ
シ
ー
は
オ
イ
ラ
）
や
ラ
グ
ラ
ン
ジ
ュ
に
比
し
て
高
い
数
学
的
厳
密
さ
の
段
階
に
立
っ
て
い
る
。

iミ
f
3
n
i
t
o
m
u
m『9
9

ミ

6
Co
u
r
s
 
d
 :
 
A
n
a
l
y
s
e
 a
l
g
e
b
r
a
i
q
u
e
 
(
r
代
数
解
析
教
程
L
)

は
今
日
で
も
な
お
推
称
す
る
に
値
す
る
読
物
で
あ
る
。
全
く
反
駁
の
余
地
な

き
極
限
論
が
述
べ
ら
れ
、
連
続
概
念
は
今
日
な
お
妥
当
す
る
形
式
に
お
い
て
説
明
さ
れ
、
複
素
数
の
領
域
へ
の
初
等
函
数
の
移
動
は
必

(

2

)

 

要
な
る
根
本
的
性
質
を
以
て
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
」
と
ま
で
高
く
評
価
さ
れ
た
「
代
数
解
折
教
程
」
を
基
礎
に
し
て
以
下
、
本
節
で
述

べ
る
よ
う
に
美
事
に
そ
の
指
数
理
論
を
展
開
し
て
行
っ
た
。
な
お
、
数
学
者
、
哲
学
者
で
あ
る
ド
ロ
ー
ビ
ッ
シ
ュ
が
こ
の
よ
う
な
物
価

指
数
算
式
の
研
究
に
当
っ
た
こ
と
は
不
思
議
に
思
わ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
彼
と
当
時
の
ド
イ
ツ
歴
史
学
派
経
済
学
の
巨
将
ロ
ッ
シ
ャ

ー
と
の
人
間
的
つ
な
が
り
を
検
討
す
れ
ば
、
こ
の
疑
問
は
解
け
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
答
う
る
も
の
は
、
彼
の
第
一
論
文
の
四
1

二
頁
ー

四
四
頁
に
か
け
て
、
．
「
既
に
数
年
前
に
私
の
尊
敬
す
る
友
で
あ
る
W
・
ロ
ッ
シ
ャ
ー
に
打
明
け
、
そ
れ
で
こ
の
研
究
の
き
っ
か
け
が
与

、

(

8

)

え
ら
れ
た
」
と
述
べ
て
い
る
が
ロ
ッ
シ
ャ
ー
は
こ
こ
で
言
う
ま
で
も
な
く
一
八
一
七
年
に
ハ
ノ
ヴ
ァ
ー
に
生
れ
、
一
八
四

0
年
に
歴
史

一
八
四
八
年
に
ラ
イ
プ
チ
ッ
ヒ
大
学
に
転
じ
一
八
八
九
年
、
七
一

一
八
二
四
年

オ
イ
ラ
ー
の

"Int
r
o
d
u
c
t
i
o
 
i
n
 

g0 lysis 

(r無
限
解
析
へ
の
入
門
L
)

と
同
じ
類
似
の
目
的
を
追
っ
て
い
る
彼
の

て
い
な
い
。

五
〇
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ツ
ェ
ン
ト
ナ
ー
の
鉄
が
三
タ
ー
レ
ル
、

る。 歴
史
」
、

（
彼
の
二
四
オ
の
時
）
に
等
し
く
ラ
イ
プ
チ
ッ
ヒ
大
学
の
数
学
講
師
と
な
り
、

五

一
八
九
六
年
の
高
齢
で
去
っ
た
。
従
っ
て
そ
の
間
の
大
部
分
は
ラ
イ
プ
チ
ッ
ヒ
大
学
で
講
義
と
研
究
を
続
け
、
当
然
、

親
交
が
あ
っ
た
こ
と
が
う
な
づ
け
る
の
で
あ
る
。
な
お
、

「
二
、
貴
金
属
の
価
格
史
」
、

ロ
ッ
シ
ャ
ー
と

ロ
ッ
シ
ャ
ー
自
身
、
彼
の
「
国
家
経
済
学
講
義
要
綱
」
第
十
節
中
「
価
格
の

(

4

)

 

「
三
、
其
他
の
商
品
部
門
の
価
格
史
」
を
取
り
扱
っ
て
い
る
。

さ
て
、
ド
ロ
ー
ビ
ッ
シ
ュ
に
よ
れ
ば
、
ジ
ェ
ボ
ン
ズ
の
幾
何
平
均
計
算
の
主
張
の
根
拠
も
、
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
が
算
術
平
均
計
算
を
主

張
す
る
理
由
も
何
等
、
数
理
的
に
言
っ
て
明
確
に
さ
れ
て
い
な
い
。
な
る
ほ
ど
ジ
ェ
ボ
ン
ズ
の
幾
何
平
均
は
一
理
あ
る
か
の
如
く
で
あ

「
し
か
し
計
算
に
取
り
入
れ
る
商
品
の
品
質
の
相
違
は
考
慮
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
、
い
か
な
る
平
均
の
計
算
を
行
な
っ
て
も

全
く
根
拠
の
な
い
こ
と
で
あ
る
」
と
言
い
、
「
ジ
ェ
ボ
ン
ズ
の
既
述
の
鉄
と
穀
物
の
価
格
の
幾
何
平
均
を
求
め
る
こ
と
そ
の
も
の
に
間
違

い
は
な
い
」
が
、
「
非
難
は
あ
る
平
均
価
格
の
誤
っ
た
概
念
に
向
け
ら
れ
る
。

あ
る
続
計
実
務
家
が
一
ト
ン
の
鉄
の
価
格
と
一
ク
ォ
ー

ク
ー
の
穀
物
の
価
格
と
の
間
に
―
つ
の
平
均
を
求
め
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
は
勿
論
、
無
思
慮
な
こ
と
で
あ
る
。
け
だ
し
、
そ
の
間
に

平
均
が
求
め
ら
れ
る
各
商
品
の
価
格
は
、

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
共
通
単
位
に
よ
っ
て
結
合
さ
れ
る
な
ら
ば
、
そ
の
平
均
価
格
に
い
か
な
る
矛
盾
も
存
在
し
な
い
。

不
合
理
セ
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、

そ
れ
ぞ
れ
の
共
通
的
な
度
量
衡
単
位

(
G
e
m
e
i
n
s
c
h
a
f
t
l
i
c
h
e
s
M
a
s
s
)

に
結
合
さ
れ
な
け

一
ツ
ェ
ン
ト
ナ
ー
の
穀
物
が
ニ
タ
ー
レ
ル
で
あ
る
な
ら
ば
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
こ
と
は
常
に

こ
れ
ら
の
二
つ
の
購
入
対
象
は
綜
合
的
に
2

吝
ク
ー
レ
ル
で
あ
る
。
相
異
な
る
素
材
の
二
つ
の
数
量

表
現
の
名
称
を
そ
れ
ぞ
れ
の
価
格
に
つ
い
て
放
棄
し
、
両
商
品
一
般
に
関
す
る
も
の
を
使
用
す
る
限
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
何
等
の
矛
盾

(

5

)

 

も
な
く
、
平
均
価
格
を
計
算
す
る
場
合
に
、
幾
何
平
均
は
格
別
、
算
術
平
均
よ
り
も
秀
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
」
の
で
あ
る
。
し
か

し
、
ド
ロ
ー
ビ
ッ
シ
ュ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
事
実
が
ジ
ェ
ボ
ン
ズ
に
よ
っ
て
前
者
が
後
者
に
秀
れ
る
こ
と
の
主
た
る
根
拠
で
は
な
い
し
、

物
価
指
数
算
式
の
原
型
を
め
ぐ
っ
て
（
高
木
）

一
八
四
二
年
よ
り
六
四
年
ま
で
哲
学
の
正
教
授
を
兼
ね
、
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こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
も
う
少
し
く
わ
し
く
述
べ
よ
う
。
い
ま
、
基
準
時
点
に
お
け
る
一
ボ
ン
ド
の
カ
カ
オ
の
購
入
価
格
は

a
で
あ

一
ポ
ン
ド
の
丁
字
の
そ
れ
は
b
で
あ
っ
た
。
カ
カ
オ
は
1
"
P

の
比
率
で
、
丁
字
は
1

ふ
の
比
率
で
変
化
し
た
。
従
っ
て
比
較
時
点

で
の
ー
ボ
ン
ド
の
カ
カ
オ
の
購
入
価
格
は
念
で
あ
り
、
丁
字
は

b
q

と
な
る
。

ド
の
価
格
を
綜
合
す
る
と
0
+
b
と
な
る
。
ゆ
え
に
、
比
較
時
点
で
は

S
P
＋
忠
と
な
る
。
基
準
・
比
較
の
両
時
点
に
お
い
て
の
一
ポ
ン

ド
の
平
均
価
格
は
、
そ
れ
ぞ
れ
吝

(
0
+
b
)
9

吝

(
s
p
+
b
q
)

で
あ
り
、
従
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
平
均
価
格
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

り、 シ
ュ
の
指
数
論
史
上
に
お
け
る
功
績
を
高
く
評
価
す
る
も
の
で
あ
る
。

闘
西
大
學

3
社
清
論
集
L

第
一
四
巻
第
五
号

「
ジ
ェ
ボ
ン
ズ
は
算
術
平
均
の
方
が
幾
何
平
均
よ
り
も
大
と
な
る
こ
と
の
数
理
的
根
拠
を
明
確
に
立
証
す
る
こ
と
な
く
、
算
術
平
均
が

不
当
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
直
ち
に
幾
何
平
均
が
求
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
必
然
性
は
出
て
来
な
い
。

し
、
両
平
均
値
の
計
算
以
外
に
も
、
な
お
他
の
平
均
的
数
量
が
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
を
考
慮
し
な
い
で
、
幾
何
平
均
が
算
術
平
均
に

(

6

)

 

取
っ
て
替
わ
る
と
い
う
事
態
に
な
っ
た
の
で
あ
る
」
と
い
う
従
来
の
理
論
家
が
着
想
し
な
か
っ
た
点
を
鋭
く
突
い
て
い
る
。
更
に
ド
ロ

ー
ビ
ッ
シ
ュ
は
批
判
方
向
を
ラ
ス
。
ハ
イ
レ
ス
に
向
け
る
。
す
な
わ
ち
、
ラ
ス
。
ハ
イ
レ
ス
は
「
最
初
か
ら
そ
れ
に
関
し
て
何
ら
か
魅
惑
的

(

7

)

 

な
、
ま
た
誘
惑
的
な
あ
る
特
別
の
場
合
を
論
議
し
、
そ
れ
を
あ
る
一
般
的
な
観
点
に
当
て
は
め
よ
う
と
し
た
」
の
で
あ
る
。
ド
ロ
ー
ビ

ッ
シ
ュ
は
あ
く
ま
で
ジ
ェ
ボ
ン
ズ
の
幾
何
平
均
だ
け
に
よ
る
指
数
計
算
を
否
定
し
、
む
し
ろ
算
術
平
均
を
、
し
か
し
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
的

な
両
時
点
の
購
入
数
量
を
計
算
に
入
れ
な
い
算
式
を
と
ら
な
い
で
、
彼
の
場
合
に
一
ポ
ン
ド
と
い
う
仮
定
的
な
購
入
量
を
と
っ
て
、

い

わ
ゆ
る
加
重
算
術
平
均
に
よ
る
指
数
算
式
を
導
い
た
。
わ
れ
わ
れ
が
先
に
算
術
平
均
に
よ
る
物
価
変
動
の
方
法
論
的
把
握
を
導
い
た
こ

と
は
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
の
大
き
な
発
見
と
し
た
の
で
あ
る
が
、

こ
れ
を
よ
り
現
実
的
な
も
の
と
し
た
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
ド
ロ
ー
ビ
ッ

い
ま
、
基
準
時
点
で
の
両
商
品
の
そ
れ
ぞ
れ
ー
ボ
ン

五

け
だ
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こ
れ
は

が
成
立
す
る
と
き
は
、
従
っ
て
比
較
時
点
に
お
け
る
両
商
品
の
購
入
価
格
が
基
準
時
点
の
購
入
価
格
に
反
比
例
す
る
と
き
は
ジ
ェ
ボ
ン

ズ
的
な
幾
何
平
均
で
あ
る

(
1
;＼
旬
）
に
よ
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

1
 

わ
ち

p
1
1
:
1
1
ー
よ
り
次
式
が
導
か
れ
る

2
 合

1

2
 

4
0
2
1
1
 b2 

の
と
き
に
、
基
準
時
点
に
お
い
て
一
ポ
ン
ド
の
丁
字
が
一
ポ
ン
ド
の
カ
カ
オ
よ
り
二
倍
の
価
格
の
と
き
に
限
り
、

表
わ
し
、
両
商
品
価
格
が
相
等
し
い
と
き
に
は
、
そ
の
「
平
均
価
格
比
」
は
算
術
平
均
で
あ
る

1
 

5
 

|
（
2
+
i
)
1
1
_
1
1
 1. 2
5
 

2
 

4
 

で
表
わ
さ
れ
る
。
こ
れ
以
外
の
他
の
場
合
は
幾
何
平
均
に
も
算
術
平
均
に
よ
ら
な
い
次
の
比
率

4
0
+
b
 

2
(
a
 +
b
)
 

1

"

 

物
価
指
数
算
式
の
原
型
を
め
ぐ
っ
て
（
高
木
）

あ
る
い
は

す
な
わ
ち

す
な
わ
ち
、

す
な
わ
ち

念
"
b
q
1
1
b

こ
z

2
0
1
1
b
 

0
 2p
 11 b
2
q
 

（
念
＋
b
q
)
2
"
"
（0
+
b
)
2
p
q
 

P
と

q
と
よ
り
求
め
た
算
術
平
均
に
相
等
し
く
な
り
、

も
し
、

0
1
1
b

で
あ
れ
ば
、

P
+
q
 

2
 

1

"

 

こ
の
比
率
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

念
＋
b
q

0
+
b
 

。+
b

こ
t
p
+
b
q

あ
る
い
は
1

"

五

こ
れ
は
既
述
の
ジ
ェ
ボ
ン
ズ
の
例
に
当
て
は
め
ら
れ
る
。
す
な

「
平
均
価
格
比
」
を
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闊
西
大
學
ュ
綬
済
論
集
』
第
一
四
巻
第
五
号

に
よ
る
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば

3
 

1
1
 

1
6
 

b
1
1
|
0

の
と
き
は
1
"

2
 

7
 

8
 

b
1
1
8
0

の
と
き
は
1
"

1
 

3
 

2
 

b
1
1

ー
;
の
と
き
は
1
"

2
 

こ
の
場
合
に
両
商
品
の
数
量
の
相
等
性
を
前
提
と
す
る
。
こ
れ
よ
り
ド
ロ
ー
ビ
ッ
シ
ュ
が
「
ジ
ェ
ボ
ン
ズ
が
両
商
品
の
平
均
価
格
を

決
定
す
る
に
当
っ
て
、
幾
何
平
均
を
用
い
る
明
確
な
根
拠
を
示
す
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
か
ら
、
二
種
以
上
の
商
品
に
関
し
て
全
面
的

な
科
学
的
根
拠
を
完
全
な
も
の
と
す
る
理
由
を
欠
く
の
で
あ
る
。
彼
は
こ
の
一
般
的
な
場
合
に
極
め
て
軽
卒
な
、
し
か
も
何
等
確
固
た

算
術
平
均
（
調
和
平
均
と
同
様
に
）
は
少
な
く
と
も
上
述
の
前

る
根
拠
の
な
い
類
推
を
行
な
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、

(

8

)

 

提
に
よ
る
な
ら
ば
適
当
な
も
の
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
」
と
結
論
す
る
。

(

1

)

 

M
o
r
i
t
z
 W
i
l
h
e
l
m
 D
r
o
b
i
s
c
h

の
指
数
に
関
す
る
論
文
に
は
次
の
も
の
が
あ
る
。

(i) 

O
b
e
r
 
M
i
t
t
e
Z
g
r
i
i
s
s
e
n
 
u
n
d
 
d
i
e
 
A
n
w
e
n
d
b
a
r
k
e
i
t
 
d
e
r
s
e
Z
b
e
n
 
a
u
f
 
d
i
e
 

B
e
r
e
c
h
n
u
n
g
 
d
e
s
 
8
笠
g
e
s
u~d 

S
i
n
k
e
哀

d
e
s

G
e
l
d
w
e
r
t
h
e
s
 

•• 

(
B
e
r
i
c
h
t
e
 
iiber 
d
i
e
 
V
e
r
h
a
n
d
l
u
n
g
e
n
 d
e
r
 
kgl. 
s
a
c
h
s
.
 
G
e
s
e
l
l
s
c
h
a
f
t
 
d
e
r
 
W
i
s
s
e
n
s
c
h
a
f
t
e
n
.
 
M
a
t
h
e
r
n
 ,
 
p
h
y
s
.
 

K
l
a
s
s
e
n
,
 
2
3
 B
a
n
d
;
 L
e
i
p
z
i
g
 
i
s
n
)
.
 

(ii) 

O
b
e
r
 
d
i
e
 
B
e
r
e
o
h
n
u
n
g
 
d
e
r
 
V
e
r
a
n
d
e
r
u
n
g
e
n
 
d
e
r
 
W
a
a
r
e
n
p
r
e
怠

u
n
d

d
e
s
 
G
e
l
d
w
e
r
t
h
s
,
 ・
J
a
h
r
b
i
i
c
h
e
r
 
fiir 
N
.
0
.
 
u
n
d
 

S
t
a
t
.
,
 
1
6
 B
a
n
d
,
 
s
.
1
4
3
 ,
 
s
1
5
6
.
 
1
8
7
1
.
 • 

• 

(iii) 

O
b
e
r
 
e
ま
g
e

E
i
1
筵
苛
f
e

g
e
g
e
n
 
d
i
e
 

in 
d
e
s
e
n
 
J
a
h
r
b
u
c
h
e
r
 
veriiffent
苓
h
t
e

n
e
u
e
 
M
e
t
h
o
d●
 ,
 

d
i
e
 
V
e
r
a
n
d
e
r
u
n
g
e
n
 
d
e
,
 
• 

W
a
a
r
e
n
p
r
e
窟
u
n
d
d
e
s
 
G
e
l
i
w
e
r
t
h器

v
u
b
e
r
e
c
h
n
e
n
.
 

J
a
h
r
b
i
i
c
h
e
r
 fiir 
N
.
0
.
 u
n
d
 S
t
a
t
.
,
 
1
6
 B
a
n
d
,
 s
.
4
1
6
 ,
 
s
.
4
2
7
.
 

従
来
、
彼
の
指
数
論
史
上
の
重
要
な
位
置
に
か
か
わ
ら
ず
、
わ
が
国
に
お
い
て
の
み
な
ら
ず
欧
米
諸
国
の
指
数
理
論
家
は
ほ
と
ん
ど
、
そ
の
ユ
ニ

(
1
0
0
 "
 1
5
0
)
 

に
よ
る
。

(
1
0
0
 "
 8
7
-
½
'
)

に
よ
り

(
1
0
0
 "
 1
1
0
)
 

に
よ
り

五
四
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ド
ロ
ー
ビ
ッ
シ
ュ
の
指
数
算
式
が
数
学
者
コ
ー
シ
ー
の
「
代
数
解
析
教
程
」

(
O
o
u
r
s
d'.An
息
1se
d
e
 L
'
E
c
o
Z
e

恩
u
a
l
e
p
o
宝
邑
且
que,

1821·•···· 

筆
者
が
参
照
し
得
た
も
の
は

-
C
E
u
v
r
e

c
o
m
p
l
e
t
e
s
 
d
'
A
:
O
a
u
c
h
y
,
 
1
8
8
2
)

を
基
礎
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
既
述
の
と
お
り

四

四
五
頁

四
五
頁

四
六
頁

四
八
頁

五
五

ー
ク
な
理
論
体
系
を
研
究
し
て
い
な
い
。
第
一
節
の
注
の
な
か
に
述
べ
た
ウ
ィ
ー
ン
大
学
の
イ
ナ
マ
ス
ク
ル
ネ
ッ
ク
教
授
の
演
習
で
の
J
.
S
c
h
u
m,
 

宮
ter
の
報
告
に
お
い
て
後
述
の
ド
ロ
ー
ビ
ッ
シ
ュ
の
方
法
を
「
そ
れ
は
歴
史
的
に
一
般
科
学
的
根
拠
を
与
え
た
最
初
の
方
法
で
あ
っ
た
」
と
述

ぺ
ら
れ
て
い
る
。

(
J
.
S
c
h
u
m
p
e
t
e
r
.
e
b
e
n
d
o
r
t
,
 
s.194)

わ
が
国
に
お
い
て
は
伊
大
知
教
授
の

r
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
談
義
」
、

r
パ
ー
シ
ェ
談
義
’
一

(r
や
さ
し
い
経
済
学
皿
」
）
に
ド
ロ
ー
ピ
ッ
シ
ュ
の
方
法
に
つ
い
て
の
説
明
が
出
て
来
る
が
、
こ
れ
は
上
記
の
（
註
）
に
よ
る
も
の
で
あ
り
教
授
が

r当
時
の
ド
イ
ツ
の
経
済
学
者
ド
ロ
ー
ピ
ッ
シ
ュ
（
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
大
学
教
授
）
L

…
（
上
掲
書
、
二
四
一
ペ
ー
ジ
）
…
と
あ
る
の
が
筆
者
に
は

甚
だ
気
に
か
か
る
。
ド
ロ
ー
ビ
ッ
シ
ュ
は
決
し
て
経
済
学
者
で
は
な
い
。
本
文
中
に
述
べ
た
と
お
り
数
学
者
で
あ
り
、
哲
学
者
で
あ
る
こ
と
を
指

摘
し
て
お
こ
う
。
．

(

2

)

 

G
.
K
o
w
a
l
e
w
s
k
i
 "
 G
r
o
s
s
e
 M
a
t
h
e
m
a
t
i
k
e
r
,
 
E
i
n
e
 W
a
n
d
e
l
u
n
g
 d
u
r
c
h
 die 
G
e
s
c
h
i
c
h
t
e
 d
e
r
 M
a
t
h
e
m
a
t
i
k
 v
o
n
 A
l
t
e
r
t
u
m
 bis z
u
r
 

Neuzeit. 

中
野
広
邦
訳
書
、
三
四
八
ペ
ー
ジ

(8)E.M• 

D
r
o
b
i
s
c
h
 "

第

I
論
文
、
四
三
頁
ー
四
四
頁

(

4

)

 

W
.
R
o
s
c
h
e
r
 "
$
i
g
 
ss 
z
u
r
 v

。昔
u
n
g
e
n
u
b
e
r
 die 
S
t
a
a
t
w
i
s
s
 g

c

苔
,
1
8
4
3
.
 
(
山
田
雄
三
邦
訳
「
国
家
経
済
学
講
義
要
綱
」
岩
波

文
庫
、
四
六
ー
四
九
ペ
ー
ジ
）

(

5

)

ド
ロ
ー
ビ
ッ
シ
ュ
・
第

I
論
文

(

6

)

同
上

(

7

)

同
上

(

8

)

同
上

―.. ----・ ・-・ ・----.• ―--• •• ·---·---一•一------~----- ・-... ---・・.... -----_,~), 



鳥68 

ま
た

A
1
A
A
2
A
[
A
3
…
…
A
A
n
 

E
V
A
1
お
よ
び

A
A
n

こ
の
際
に
H
は
系
列
の
”
個
の
項
よ
り
も
大
、
あ
る
い
は
K
が
1
あ
る
い
は
さ
ー
1

よ
り
も
大
で
あ
り
得
な
い
正
の
整
数
で
あ
る
な
ら

C
1
)
 

ば
、
あ
ら
ゆ
る
他
の
項
よ
り
も
小
で
あ
る
。

図

A
1
1
1咋9
A
2
1
1デ
・
…
•
、
A
n
I
I
m

、

こ
こ
で

Q
1,a2, •
•
•
…
、
Q
n

は
任
意
の
実
数
、
b
1、b
2…
…
』

b
n
は
等
符
号
を
も
つ
実
数
の
大
き
さ
を
示
す
。
し
か
る
と
き
、

E
l
.
9
円
ー
デ
…
•
•
し

E

ー
四
·

の
そ
れ
ぞ
れ
の
差
の
K

個
は
正
で
あ
り
、
他
の
す
ぺ
て
は
負
で
あ
る
。
•
こ
の
こ
と
は
積
に
つ
い
て
も
同
様
に
当
て
は
ま
る
。
上
述
の
差

に
等
符
号
の
実
数
値
で
あ
る

a1,a2,•
…

•
•
9
a
nを
乗
ず
る
と

a1,b1, 
a2b2,・・・・・・,<ぷ
ib富

a
1
(
b
1
H
ー
も
主

(
b
2
B
．
ー
も3…
•
•
J
aス(
b
n
H
．
ー
も

(

2

)

 

H
は
そ
れ
に
関
す
る
代
数
和
が

V
o
、A
0
の
い
ず
れ
で
も
な
く

110
で
あ
る
よ
う
な
値
を
も
つ
。
こ
の
条
件
よ
り
次
式
が
導
か
れ
る
。

各
項
は
次
の
よ
う
に
配
列
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

H
I
I
M
(
A
i
,
A
2
,
 …
…
A
笠）．

山
、
＂
個
の
大
き
さ

A
1
,
A
2
…
…
9
A
n
の
数
列
か
ら
求
め
た
平
均
は
こ
れ
ら
の
各
項
の
最
小
の
も
の
よ
り
も
大
、
最
大
の
も
の
よ
り

も
小
で
あ
る
大
き
さ
H
で
あ
る
。
、
す
る
と
H
の
特
徴
は
次
式
で
示
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち

で
あ
る
が
、
本
節
で
は
こ
の
両
者
の
む
す
び
つ
き
を
た
ど
っ
て
み
よ
う
。

闘
西
大
學

q
継
清
論
集
』
第
一
四
巻
第
五
号

五
六



鼻69

物
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ら
0
温
か
ら
の
算
術
平
均
の
逆
数
が
求
め
ら
れ
、
次
式
が
導
か
れ
る
。

(
5
)
 

S
1
+
S
+
…
0
n
 

n
 

(

5

)

 

こ
れ
は
コ
ー
シ
ー
で
は
「
定
理

I
」
の
系
I
で
あ
っ
て
「
算
術
平
均
「
(
m
o
u
e
n
n
e
0
r
i
h
t
m
e
-
i
q
u
e
)
と
称
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

1
 
1
 

1
 

第
図
式
の
Q
1,az, …
ら
全
が
全
部
1
に
相
等
し
<
b
1
9
b
2
3
…
↑
b
己
を

1

ー
9
…
…
…
:
ー
で
置
換
す
る
と
、
次
の
第
固
式
が
導
か
れ

0
 1'
a
z
 

a
n
 

る
。
す
な
わ
ち

I
I
M
(
0
 1,a2, …
、
も

n
 

B

1

1

1

 

1
 
1
 

1
 

ー

ー

t
:
t
ー〇這

＋
 

0
 
1
 

Gz 

よ
り
の
「
調
和
平
均
」
(
M
o
g
e
m
t
e
h
o
m
m
o
n
i
q
u
e
)
で
あ

1
 

9
、
ー
の
算
術
平
均
の
逆
数
で
あ
る
0
1,Gz, …
9
0
n
 

1
 

1
 

．．． 
，
 ．．
 

0
n
 

9
 

0
1
0
2
 

こ
れ
は
、

り
、
第
②
式
に
お
い
て
0
1,G2, …
き
8
1
1
1
と
と
ら
れ
、
数
列
の
b
1
,
b
2
,
…
ャ
b
n
が
0
1,a2, …
ら
0
n
と
置
換
さ
れ
る
と
き
は
、
0
1,G2, …
 

a1G1 +
3
b
2
十
…
＋
a
4
b言
1
1
M
（
ぽ
ぽ
…
…
…
竺
b
富

B.II a
1
b
1
 +
a
2
b
2
+
…
+
 anbn 

b
i
'
b
z
'
 

(

3

)

 

a
1
9
R
2
9
…
…
9
a
n
が
互
い
に
相
等
し
い
と
き
は

(
2
)

．

E
1
1

竺
戸
”
I
I
品
（
均
、
デ
…
…

．．
 

也

第
山
式
に
お
い
て
b
1
,
b
2
,
…
…
4
b
a
t
が
全
部
1
に
相
等
し
い
と
き
は
、

1
1
M
(
0
 1,a2, …

も

a
1
a
1
 +
s
s
+
…
+
cぷ
Qn

B
1
1
 

a
1
 +
q「
2
+
…
+
aが

(
3
)
 (

4

)

＇ 

が
導
か
れ
、
a
1
9
a
2
、
…
9
a
n
が
互
い
に
相
等
し
い
と
き
は

1
1
M
(
0
 1,a2 ,
 
... aも

(
4
)
 

B.II 

(
1
)
 

す
な
わ
ち

五
七

- . . - ------ . . 
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う
一
般
的
な
場
合
の
特
殊
の
場
合
で
あ
り
、

n

1

1

M

(

I

I

…
…
9
1
-

B．
ー

01
十

0
2
+
：
・
十

o

n

0

i
'
a
2
'
a
,
.
 

こ
れ
よ
り
、

0
i,a2 
,··•,a,. 

か
ら
の
算
術
平
均
の
逆
数
は
こ
れ
ら
の
数
量
の
逆
数
か
ら
求
め
た
平
均
で
あ
る
。

1
 

1
 

1
 

1

)

 

)
 A,. 

こ
の
定
理
は
既
述
の

H
I
I
M
(
A
1
,
A
.
2
,
…
)
 A
,
.
)
が
成
立
す
る
と
き
は

~
I
I
M
-
Tー
9
T
|
5
•
•
•

…
|
_

b
が
あ
る
任
意
の
正
あ
る
い
は
負
の
大
き
さ
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
と
無
関
係
に
同
じ
条

(

6

)

 

ま
た
直
接
に
次
の
関
係
よ
り
生
ず
る
と
い
う
定
理
の
系
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
す
な
わ
ち
、

A
i
 A
 A
i
 A小
：
A
A
.
n

E
A
 
.4.1
お
よ
び
八
A
n

で
あ
れ
ば

}八
i
[
サ
ビ
＞
叶

叶
A
i
□
>
•
•
…
…

.
y

叶

が
成
立
す
る
。
こ
れ
は
コ
ー
シ
ー
の
「
定
理
l
X」
の
第
皿
•
第
⑫
式
で
あ
る
。

③
、
次
の
表
現
を
取
り
あ
げ
る
。
す
な
わ
ち

A
1
a
1
 b1 ,
A
2
 11 a2 
b2, …••……• 

A,. 11-OnSn 

こ
の
際
、

0
i,a2
…
90n
は
正
で
あ
り
、

b1,b2,
…
§
字
は
正
も
し
く
は
負
で
あ
る
が
、

よ
う
。
し
か
る
と
き
、
第
山
式
に
よ
り
次
の
商
の
う
ち
の

K
個
は
1
よ
り
も
大
、
他
は
1
よ
り
も
小
で
あ
る
。
す
な
わ
ち

ま
た

従
っ
て

件
の
も
と
で

(
6
)
 

B
b
l
l
M
(
A
1
b
,
A
2
b
,

、，、

A,,b)

常
に
等
符
号
の
大
き
さ
を
意
味
す
る
も
の
と
し

も
ま
た
成
立
す
る
と
い

五
八
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E

`

H

B

.

 

1
 

1
 

...... 

1
 
的

9
 

到

9
 

S

ミ～

SI 

0
1
 

そ
の
ベ
キ
を
次
の
よ
う
に
と
る
。

a1b1, 
aぶ
b
z
'
…
…
…
9
a
n
b
n
(
a
1
1
a
2
,
.. 
,a,. 
は
等
符
号
の
数
量
）

し
か
る
と
き
、
指
数
法
則
に
よ
っ
て
次
の
表
現
を
得
る
こ
と
に
な
る
。

H
8
 1b1 

R・R 2b2 

H°'"b" C
 7
)
 

．．．．．．．．． 

R
n
 

0
n
 

R
2
 
s
 

R
1
 

0
1
 

H
は
以
上
の
そ
れ
ぞ
れ
の
ベ
キ
よ
り
の
積
が
1
よ
り
も

>
1
,
八
1
の
い
ず
れ
で
も
な
く

111
で
あ
る
よ
う
な
値
を
も
っ
と
決
定
し
う

(

8

)

 

る
。
こ
れ
よ
り
次
の
各
式
が
導
か
れ
る
。
す
な
わ
ち

1
 

1
 
1
 

1
 

b
丸
）

°'l 

az
…

a

S

a

|

 

(
7
)
 

H
=
(
a
1
 ,
 
a2 

,
 a
,
.
)
 a
1
b
1
 +

＄

 b2
 +
 ．．． 
+

a
』

b,.
1
1
M
(
a
1
 b1a2b2…

0
n
 

d
I
I
I
S
I
I
…
I
I
S
で
あ
れ
ば

1
 

1
 
1
 

1
 

(
8
)
 

H
=
 (a1,a2, …

i
)
 b1
 +
 b
2
 +
 
••• 

+
 b,. 1
1
M
(
0
 1
 
b1a2b2, …
…
0』
b;）

b111b211"
…＂
11
茅
111
で
あ
れ
ば

1
 

R

1

R

 
2
 

a:,. 

H
I
I
(
0
 1
 ,
 
az 
,
 
…＂

0
n
)
 a
1
 +
d
2
+
…

+
a
n
1
1
M
(
a
1
 ,az'
…＂合）

a
l
 1
1
8
1
1
 
•••••• 

11an
で
あ
れ
ば
次
式
が
導
か
れ
る
。
す
な
わ
ち

1
 

H
I
I
(
a
1
 ,az
…
…
0
n
)
n
1
1
M
(
0
 1
 
,1ざ
…
）
。
も

五
九

こ
の
第
皿
式
は
コ
ー
シ
ー
の
「
定
理
道
」
の
「
系
1
」
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
「
幾
何
平
均
」

(
m
o
y
e蕊
n
e
g
e
 0
 m
e
t
r
芯
u
e
)

を
表
わ
す

(10) 

(
9
)
 

物
価
指
数
算
式
の
原
型
を
め
ぐ
っ
て
（
高
木
）

丸-~---·--- ---・-・--------・---・-●●~ヘ--------—-―へ"-一・三―- --
、グ

-一ーニ--一ー...一ー・------、------
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あ
る
こ
と
は
既
述
の
と
お
り
で
あ
る
。

も
の
で
あ
る
。
こ
の
幾
何
平
均
は
今
日
で
も
実
際
計
算
に
は
対
数
を
使
用
す
る
の
で
あ
る
が
、

に
初
め
て
こ
れ
を
示
し
た
。
次
節
で
こ
れ
を
明
ら
か
に
し
よ
う
。

山
、
上
述
の
第
山
式
と
第

m式
と
は
一
般
式
で
あ
っ
て
、
他
の
各
式
は
そ
れ
よ
り
導
い
た
特
定
の
場
合
で
あ
る
こ
と
は
容
易
に
理
解

さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
各
式
は
ド
ロ
ー
ビ
ッ
シ
ュ
の
表
現
方
法
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
彼
の
第
山
式
は
コ
ー
シ
ー
の

(

8

)

 

に
、
第
切
式
は
「
定
理
道
」
の
「
系
I
」
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
。

さ
て
、
第

m式
を
対
数
で
表
わ
す
と

a
l
ぎ

＋

屯

9

+

…
＋
a
n
，

ー

M

（
恒
屈
屈
―

b
2
)

、

r

a
1
b
1
 +
a
2
b
2
+
…
＋
a
n
b
a
 

bi 
,
 

と
な
る
。
い
ま
、

l
g
a
1
1
1
 c
1
,
 
l
g
a
3
 1
1
ざ
…
A

ぎ
Z
冨

I
I
S
と
お
く
。

「
定
理
湿
」

の
「
系
皿
」

a
1
C
1
 +
s
s
+
 ．．．
 

a
忠
11

C1 Cz~) 

ょ
吝

ー
M
ー

ー

…

…

…

a
1
b
1
 +
a
2
b
2
+
…
＋
も
苫
ー

(b1
ょ

b
2
9

こ
の
式
は
第
山
式
と
非
常
に
よ
く
似
て
い
る
が
、
第
山
式
の
0
1
,
a
2
,
 …
き
〇
色
は
1
よ
り
大
も
し
く
は
小
の
任
意
の
正
の
値
で
あ
り
、

こ
の
式
の

C1,C2
…る
Cn
は
任
意
の
正
あ
る
い
は
負
の
値
で
あ
る
。

上
述
の
各
式
の
う
ち
、
第

m式
は
そ
れ
以
外
の
あ
ら
ゆ
る
式
を
包
括
し
、

を
再
び
取
り
上
げ
る
。Eu

M
(
A
1
,
A
2
,
・
・
・
A
n
)
 (
A
1
 A
ハA.2Aハ…
f

ハA
も

す
る
と

コ
ー
シ
ー
の
原
典
の
「
定
理
道
」
は
こ
れ
を
示
す
も
の
で

「
定
理
lX
」
ー
「
定
理
湿
」
は
次
の
場
合
の
特
別
の
場
合
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
既
述
の
次
式

鯛
西
大
學
ユ
紅
清
論
集
b

第
一
四
巻
第
五
号

コ
ー
シ
ー
は
そ
の
「
定
理
道
」
の
証
明

六
〇

....... 亀
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M
.
A
.
L
.
C
a
u
c
h
y
 "
o
m
3
 d
'
A
n
a
l
y
s
e
 
d
e
 
L
'
E
c
o
l
e
 
R
o
y
 ale 
P
o
l
y
t
e
c
h
n
ざ―『
e
、
1
8
2
1

こ
面
喜
res
C
o
m
p
l
e
t
e
s
 
dぐ
A
．．
 
君
lyse,
1
8
8
2
,
 
P
.
2
9
,
 3
6
6
 

(

2

J

コ
ー
シ
ー
、
上
掲
書
、
序
文
、
二
八
ペ
ー
ジ
の
「
定
理
皿
L

(

3

)

コ
ー
シ
ー
、
上
掲
費
序
文
、
二
九
ペ
ー
ジ
「
定
理
皿
の
系
L

で
あ
り
、
第
⑥
式
に
当
る
。

(

4

)

コ
ー
シ
ー
、
三
六
八
ペ
ー
ジ
「
定
理
x
r
r
L

の
「
系
皿
」
で
あ
り
、
こ
れ
は
序
文
の
「
定
理
皿
L

よ
り
導
か
れ
る
。

貪
浬
1

)

b
.
b
‘
.
]
 ．．
 
贔
s呂
が
延
蕊

d
西

b
9
0
"
a
、9ミ…
{
i
国

G
宝

5Dvs延
葬

d
呂

竺

ぶ

戸

済

S
半
延

a
+
a
、+
0
‘
+
：・

b
+
b
、+
b
‘
+…

戸

済

S
吟
半
速

S
渕
益
d
母
が
；
ご
こ
ざ

B

ヽ

0

0

、

0

i
；
可
＂
〗

(

1

)

 

が
導
か
れ
る
。
ゆ
え
に

f
(
x
)
=
,
y
x
,
x
b
,
 ,Bぎ

l
g
x

を
遂
次
的
に
代
入
す
る
と
コ
ー
シ
ー
の
「
定
理
、
第
珊
」
「
定
理
1
8
」
「
定
理

X
」

(

9

)

 

お
よ
び
「
定
理
Xl
」
が
導
か
れ
る
。

ま
た

な
お
、

f
(
x
)

が
月
1
1
A
1

か
ら
序
"
A
,
.
 
ま
で
連
続
に
増
大
あ
る
い
は
減
少
す
る
変
域
を
も
ち
、

正
あ
る
い
は
負
の
値
を
と
る
の
の
函
数
で
あ
る
と
き
は
、
次
式
が
導
か
れ
る
。

f
 (
A
 
1)~_f(H)~f(An) 

f
(
A
1
)
 AV f(
A
2
)
 AV…
"
z
f
(
A
,
.
)

よ
り

f
(
H
)
 1
1
M
[
 f(
A
1
)
,
f
(
A
2
)
・
・
・
,
f
(
A
,
.
)
]
 1
1
M
[
 f(
A
1
)
,
f
C
A
2
)…

f
,
(
A
,
.
)
]
 

物
価
指
数
算
式
の
原
型
を
め
ぐ
っ
て
（
高
木
）

条
件

A
1
八
H
八
含
"

f

、（亙）
AVo
に
従
い

f
(
H
)
 1
1
M
[
 f(
A
1
)
,
f
(
A
,
J
,
 

,
f
(
A
n
)
]
 

六

従
っ
て
こ
の
変
域
内
で

f

、
(
泡
）
が

~● ---------------------------―-一____:_____、□---ニ---------------------------'---~----, ___ _-_—----- ---—___ , ----~L 



匿
Jm-K
購
勺
駐
案
領
縦
』
嶽
1
回
剥
嶽
用
血

K
i
l
 

疇
(u:,) 
n
-
;
 ヽー,
-'-I
瞑
枷
,
~
-
K
'
1
1
や

r
-
~
、
e
吋
虹
囲

H_j
Qi*-

や
硲
心
゜
"
"
'
~
や
心

’‘ 疇
〔
定
理
I
の
系
）
b
=
が
=
b
"
=
…
で
あ
る
と
き
は
，
定
理
I
ょ
り

a
+
が
+
a
"
+…
”
 

と
な
り
、
こ
れ
は
次
の
数
列
の
平
均
で
あ
る
：
す
な
わ
ち

・a,a1,aヽ
，．．．

こ
の
特
殊
の
平
均
は
算
術
平
均
(
m
o
y
e
n
n
e
arithmetique, 

と
称
す
る
。
す
な
わ
ち
、
コ
ー
シ
ー
の
第
(7)
式
で
あ
る
。

(Cauchy, 
ibid, 
P.28, 
P.29) 

(<0) 
n

-
~

 ー,
-'-I載

蜘
'
l
l
l
K
1
(
"
(
一
~
Q
「
製
囲

~.J
Q
祇
や
玲
:
;
;
:
,
'
足
屈

n
-
,
>
.
-
Q
賑
塁
梢
:
t
!
~
Q
*
W
心

('1-1.:;
心゚

C
定
理
lX
〕
.A,.A
り
.A,
、
…
,
M
が
次
の
条
件
を
満
足
す
る
い
＜
つ
ヵ
辺
瑾
i
であ＇り

(11) 
H=M(.A,.At,.AN, …）， 

ま
た
.
b
が
何
ら
か
の
1
つ
の
数
量
で
あ
る
と
き
は
、
次
の
よ
う
に
な
る
：
す
な
わ
ち

(12)
且
=M(_Ab1_Atb1_AHb1

…
）

(Cauchy, 
ibid, 
p、866).

(t-) 
:.. 
ロ
ー

.u.-...).r\Q
嶽
H
頷
択
や
辻
嘔
墟
邸
Q
~
咀
Q
aa:n
四
が
a,,an

4
.J~

('l-1
 _:; 
t
Q゚

・
(oo)

n
-
~
-
'
-
'
-
1
眠
蜘
'
M
:
:
W

11
や
"
(
-
~
Q
吋
暉
日
」

!:,!~tQ
心
,

>J
兵
辻
「
親
犀
卦
函
戎
環
卜

v'h{
や
~:;;:,'~Q

廿
•l"'.b!短

"(•.tl~tQ
゜

C
定
理
]l
〕
.A,.A',.Au, .. 

,;B,B',Bu, …
が
任
意
の
数
の
2
つ
の
数
列
で
あ
り
、
ぞ
れ
で
．
”
個
の
項
を
も
つ
順
序
数
列
を
想
定
す
る
な
ら
ば
、

そ
の
根
は

B
 

B
1
 

B
N
 

✓
丁
＇
✓
ア
'

✓
-
-
-
A
T
,
 ……
…
;
 

で
あ
り

瓦
B
+
B
 ．ヽ．．y
 A.Al _AN ..• 

は
他
の
す
べ
て
の
項
の
新
し
い
根
の
平
均
で
あ
る
。

（
系
〕
B
=
B
1
=
B
8
=
…
=
1
で
あ
る
な
ら
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
、
正
の
数
量

”
 

✓
 A
A
1
A
"
…
 



お
よ
び
次
の
項
の
間
の
平
均
値
を
見
い
だ
す
、
す
な
わ
ち

A,A1,A11, …
 

こ
の
平
均
は
、
わ
れ
わ
れ
が
幾
何
平
均
と
称
す
る
も
の
で
あ
る
。
(Cauchy, 

ibid, 
P
.
2
7
~
P
.
2
8
お
よ
び
Note]I
の
「
定
理
X
皿
」
の
第
仰

式
、
第
(22)
式、
「
定
理
X
皿
-1
Iこ
よ
る
対
数
使
用
に
よ
る
算
術
平
均
の
形
式
に
つ
い
て
は
P
.
8
6
9
-
P
.
8
7
0
.

(
m
)
 
n
 -
;
 ヽー
＇
廿
照
伽
,
11], く
用
一
Ill,
く
や
r-~ ヽ

・

「
定
理
X
皿
_J
(9)…
h
=
M
(
a
,
a
1
,
a
8
,
}…
 

(10)
…
rh=M(ra,ra1,ra8,・ 

・・）

(11)
…
H
=
M
(
A
,
A
1
,
A
1
1
,
 ・・・），

(12)
…
H
b
=
M
(
A
b
.
A
'叫
A_llb,
…）． 

(13)·•-h= M(b,b,1b11, ・・・）．

(14)
…
A
"
=
M
(
A
b
,
A
b
1
,
A
兄
…
）
．

(l5)・・・H=M(B,B;B'b, ・・・）．

(16)…
L

H
=

M
(L

B
,L

B
1,L

B
,80••). 

(
L
は
対
数
を
意
味
す
る
）
。

「
定
理
lX
」

r
定
理
x_J

「
定
理
XI_J

ば．

¾s't-O I
製
臣
巨
足
将
.
'
.
;
.

\-1'¾,'t-0淀
瞑
牌
Q
~
響
苺
頬
足
写
心
0
総
ざ
企
足
兵

('-\-2...IJ~製
怜
t-00

l
J
Q
寄
如
足

1'\JQ~
巨
Q
嘔
忌

gL4 

Q
堂
坦
浅
J堆
茫
堂
咀
因
_
j
,
睾
潔
Q
堂
岨
扱
J丑
謳
堂
坦
巳
J
_
j
知
("¥o

兵
如
tb
...1J-¥o, 
1'(<l゚
掴
牌
巨
Q
丑
溢
迂
送
Q
11] 
0
 Q
匿
迷
如
1怜
ヤ゚

(i) 
s
竺
>
S
,
(ii) 
S
'
=
S
,
 

⇒
粂
碍
刈
抑
'
堆
茫
堂
坦
笑
冴
翌
釦
器

-\(J~
刈
⇒
丑
溢
堂
屯
筏

~t-l1

(iii) 
S
'
<
S
 

母
単
把
談
撼
祖

Q
墜
商
~
'
£
!
~
r
¥-J 
Cl
哩
怜
）

-1(111 
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は
単
に

P
1
,

P
2
,
 ：
こ
ぷ

(
1
3
)
 

こ
れ
よ
り

隅
西
大
學

3
社
潰
論
集
L

第
一
四
巻
第
五
号

①
は
上
述
の
消
費
者
の
生
活
水
準
は
「
よ
り
経
費
を
必
要
と
す
る
」

り
に
価
は
「
よ
り
低
額
と
な
っ
た
」

こ
れ
と
関
連
し
て
、
貨
幣
価
値
は
低
下
あ
る
い
は
増
大
し
た
と
い
う
。
こ

こ
と
を
意
味
す
る
。

こ
で

s
”
S
、
1
1
1
"
H
の
比
率
が
成
立
す
る
と
き
は
、
．
次
の
第
⑪
式
が
導
か
れ
る
。

S
、

(11) 

H
=↑
S
I
)
 

H
は
「
平
均
価
格
比
」
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
て

s
 

(
1
2
)
 

a
 
=
 H
 
tll
冤ー

は
こ
の
期
間
に
い
か
な
る
比
率
で
貨
幣
価
値
が
下
落
あ
る
い
は
騰
貴
し
た
か
を
示
す
「
相
対
的
貨
幣
価
値
」
で
あ
る
。
こ
の
消
費
者
が

両
時
点
に
住
居
費
、
食
糧
費
、
被
服
費
、
光
熱
費
お
よ
び
料
金
等
へ
支
出
す
る
貨
幣
総
額
を
比
較
す
る
と
し
よ
う
。
こ
の
際
に

(
a
1
,
a
2
,
・
・
・
,
 
g,,.) 1

（
基
準
時
点
に
こ
れ
ら
の
項
目
に
支
出
さ
れ
る
貨
幣
額
）

(

1

)

 

(
h
1
,
 h
2
 ,
 

••• 

,
 h,,.)
ー
（
比
較
時
点
に
お
い
て
支
出
さ
れ
る
貨
幣
額
）

H
 
=~I±_I~±.:_-

+
g
n
 

9
1
 
+
 
0
2

十
：
・
＋
g
n
`

0
1
 :
h
l
 "
"
1こ
~
1
,9
2
:
h
2
=
l
 "P
2
)
…
…
＂

g
屯
h
n
1
1
l
:
p
,
.
 
よ
り
ぎ
"
"
P
1
9
1
,
 h
2
 1
1
 P
2
0
2
,
 …
・
:
"
I
S
n
1
1
 p,.g,. 
を
上
の
第
⑬
式
へ
代
入
す
る
と

P
1
0
1
 +
1ぷ
0
2
+
・
:
＋
p
n
g
n
 

B
1
1
 0
1
十
忠
＋
…
＋
g
n

(
1
4
)
 

h
 

I
I
P
n
 

ぎ

h
1
 

寄

と
な
り
、
第
⑬
、
閥
式
は
既
述
の
第
図
、
③
式
の
変
形
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
す
な
わ
ち

H

は
比
率
-
=
P
1
,

-
1
1
 P
2
,
 
…

ー

g
l
 

g
2
 

の
平
均
値
で
あ
る
。
ド
ロ
ー
ビ
ッ
シ
ュ
の
理
論
の
中
心
は
彼
の
次
の
文
章
に
つ
く
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
第
⑩
式
よ
り
H
の
値

、
、
、

だ
け
か
ら
で
は
な
く
、
同
時
に

0
1
,
f
'
2
,
…
ら
O
n

に
も
依
存
す
る
こ
と
が
明
瞭
に
了
承
さ
れ
る
。
も
し
、

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
、

曲
は
不
変
的
で
あ
る
こ
と
を
、

六
四

P
1
 

終

｀ 
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物
価
指
数
算
式
の
原
型
を
め
ぐ
っ
て
（
高
木
）

六
五

ll1,ll2, …
A
g
n

が
互
い
に
相
等
し
い
と
き
、
従
っ
て
基
準
時
点
の
各
項
目
に
対
し
て
相
等
し
い
貨
幣
総
額

(

2

)

 

が
支
出
さ
れ
る
と
き
に
だ
け
決
定
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
」
彼
は
こ
こ
で
ラ
ス
。
ハ
イ
レ
ス
的
な
単
純
算
術
平
均
の
無
意
味
さ
を
指
摘
し
て
い

る
の
で
あ
る
。
こ
の
際
、
次
式
が
導
か
れ
る
。

…
…
（
こ
れ
は
第
固
式
に
対
応
す
る
）
、
彼
は
―
つ
の
数
値
例
を
挙
げ
る
。
す
な
わ
ち

P
i
 +
P
2
+
…
十
苫

H
I
I
 

n
 

(
1
5
)
 

0
1
 1
1
2
0
0
'
0
2
 1
1
6
0
0
"
 
Y
a
 "
"
3
0
0
'
g
4
 1
1
 1
5
 0
 ,
 O
s
 "ー

100
9
 

h
1
 
"＂3
0
0
"
h
2
"り
8
0
0
,

h
3
 1
1
 2
5
 0
 

3
 

4
 

5
 

3
 

P
1
 1
1
 _
_
 ＂ 
P
2
 
1
1
_
|
 ,
 P
a
 1
1
|

＂き

1
1
」
"

P
s
 1
1
|
 

2
 

3
 

6
 

4
.
 

一
、
二
番
目
の
項
目
は
騰
貴
し
、
三
、
五
番
目
の
項
目
は
下
落
し
、
四
番
目
の
項
目
は
一
定
不
変
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
従
っ
て

7
 

H
I
Iー

1
1
1
.
1
6
7
 
(
平
均
価
格
は
％
だ
け
騰
貴
）

6
 

6
 

6
1
1ー

1
1
0 • 

8
5
7
 
(
貨
幣
価
値
は
サ
だ
け
下
落
）

演

(13),
(14) ,<: 

ミ
13 

H
I
I
_
1
1
 1. 0
8
3
 
(
平
均
価
格
は
ん
だ
け
騰
貴
）

1
2
 

遵
(
1
5
),<:Jc~{a 

1
1
=
1
1
0
 

• 

9
2
3
 
(
貨
幣
価
値
は
知
だ
け
下
落
）

貨
幣
額
の
絶
対
的
大
き
さ

U
1
,
U
2
,
·
•
•
g
,
.

の
代
り
に

u
d
u
1
1
1
 q
2
 
U
a
/
U
1
 1
1
 q
3
・
・
・
,
 
g
,
.
/
g
1
 1
1
q
n

を
第
⑭
式
に
代
入
す
る
と

rー
P
1
+
 P
2
q
2
 +
 P
a
 q
a
十
…
＋
苫
含

1

+

 q2
 +
 q
3
十
…
＋
q
n『

(

3

)

 

が
導
か
れ
る
。
次
に
彼
は
平
均
価
格
変
動
の
測
定
に
単
純
算
術
平
均
が
い
か
に
無
益
な
も
の
で
あ
る
か
を
証
明
す
る
。
た
と
え
ば
、

(
1
6
)
 

こ
れ
よ
り

h
4
 1
1
 1
5
 09

ぎ
"
"
7
5
 

p
?
＇
:
＂
翌
だ
け
に
よ
る
と
、

.'. 一・----・・
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6
 

P
2
1
1

ー
で
あ
れ
ば

q
2
A
5

と
な
り
、

5
 

成
立
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち

1
 

p
"
ー

1

q
"
八

る
が
、

あ
る
い
は

1
 

き
八
1
+

q
z
 

。
ハ
ン
の
購
入
に
は
塩
の
購
入
よ
り
も
五
倍
弱
の
支
出
を
必
要
と
し
、

こ
の
よ
う
な
家
計
は
存
在
し
得
べ
く
も
な
い
。

q
2
1
1
4

で
あ
れ
ば

価
の
場
合
は
鉛
は
そ
の
意
味
よ
り
常
に
非
負
値
で
あ
り
、
次
の
不
等
式
が

1
1
 P1
 

1
+
 
q
2
 11 P
1
 +
P
2
q
2
"
…

…

…

-
(
i
)
 

q
2
 1
1
P
2
ー

1

,
 

(
i
i
)
 
P
1
 1
1
1
|
q
2
(
P
2
ー

1
)
.
3
 

6
 

5
 

①
、
曲
の
い
ず
れ
も
非
負
値
条
件
を
み
た
す
こ
と
は
明
瞭
で
あ
る
。

P
1
1
1
_
•
P
2
1
1ー
と
す
れ
ば

q
2
1
1ー
が
求
ま
り
、
塩
の

4
 

5
 

4
 

価
格
の
下
落
が
。
ハ
ン
の
価
格
の
騰
貴
に
よ
っ
て
相
殺
さ
れ
る
べ
き
場
合
は
、
両
商
品
へ
対
す
る
必
要
貨
幣
支
出
額
の
比
率
は
4
;
5
と
な

わ
ち

闊
西
大
學
ユ
紐
済
論
集
』
第
一
四
巻
第
五
号

。
ハ
ン
の
価
格
が
5

;

6

の
比
率
で
騰
貴
し
、
塩
の
価
格
が
4

"

3

の
比
率
で
、
す
な
わ
ち
、
よ
り
強
い
比
率
で
下
落
す
る
と
き
、
両
比
率
の
算
術

3
9
 

平
均
は
（
西
＋
中
）
＋
2
1
1
引
と
な
る
。
こ
の
場
合
に
あ
る
家
計
が
塩
の
価
格
の
下
落
と
。
ハ
ン
の
価
格
の
騰
貴
と
が
、
こ
の
家
計
の
両

商
品
へ
対
す
る
支
出
を

1-40
だ
け
減
少
さ
せ
る
と
結
論
す
る
こ
と
は
誤
り
で
あ
っ
て
、
。
ハ
ン
の
購
入
必
要
貨
幣
額
と
塩
の
購
入
必
要

貨
幣
額
は
決
し
て
相
等
し
く
は
な
く
、
む
し
ろ
前
者
は
後
者
よ
り
も
大
で
あ
る
。
そ
の
比
率
を
1
"
1
5
と
す
れ
ば
、
第
⑱
式
に

7
5
 

こ

P
2
1
1

心
9
q
2
1
1
1
5
,
 
n
 
1
1
2

を
代
入
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
す
な
わ
ち

H
I
I

と
な
り
、
塩
の
価
格
は
下
落
し
た
が
、
バ

3
 

劉

4
 
ン
の
価
格
が
僅
か
の
も
の
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
両
商
品
に
対
し
て
％
だ
け
の
支
出
貨
幣
額
の
増
大
と
な
る
の
で
あ
る
。

P
1
A
 1, 
P
z
>
l
 

の
と
き
、
あ
る
商
品
価
格
の
下
落
に
よ
っ
て
他
の
商
品
価
格
の
騰
貴
が
相
殺
さ
れ
る
の
は
、
い
か
な
る
条
件
の
も
と
に
お
い
て
で
あ
る

(

4

)

 

か
が
問
題
と
さ
れ
る
と
き
は
、
第
⑯
式
に

H
=
l
,

n
 
1
1
2

を
代
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
す
な

六
六

P
1
 "" 



.. 1 .. 9.. 

な
お

パ
ン
の
価
格
は
％
の
比
率
で
騰
貴
し
、
塩
の
価
格
は
五
倍

騰
貴
す
る
と
き
は
、
そ
の
支
出
は
基
準
時
点
の
額
の
ま
ま
に
と
ど
ま
る
。
な
お
、
g
2
1
11
5

と
想
定
す
る
と
、
P
2
A
に
と
な
り
、
従
っ

1
5
 

て
P
2
1
1
と
な
り
、
。
ハ
ン
の
価
格
は
1-20
だ
け
騰
貴
し
、
P
1
1
1
中
と
な
る
。
ゆ
え
に
、
塩
の
価
格
は
両
商
品
へ
対
す
る
支
出
額
が

2
1
 

矧

同
一
の
も
の
で
あ
る
べ
き
と
き
は
、
四
倍
だ
け
騰
貴
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
計
算
は
、
も
し
必
要
な
統
計
資
料
が
与
え
ら
れ
る
と
き
、
し
か
も
両
時
点
間
に
人
口
増
大
、
欲
望
構
造
の
変
化
が
な
い

と
き
は
、
大
規
模
な
範
囲
に
お
い
て
も
可
能
で
あ
る
。
こ
こ
で
ド
ロ
ー
ビ
ッ
シ
ュ
は
ラ
ス
バ
イ
レ
ス
と
同
様
に
ロ
ン
ド
ン
と
ハ
ン
プ
ル

グ
の
二

0
年
間
の
期
間
に
わ
た
る
貨
幣
価
値
下
落
の
問
題
を
取
り
上
げ
る
。
彼
は
こ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
商
品
輸
入
高
と
そ
の

各
価
格
の
変
動
を
ど
の
よ
う
に
計
算
さ
れ
る
べ
き
か
を
指
摘
す
る
。
そ
の
前
提
条
件
と
し
て
次
の
も
の
を
述
べ
る
。
す
な
わ
ち

山
一
定
の
期
間
（
一
カ
年
あ
る
い
は
数
力
年
）
に
わ
た
り
輸
入
さ
れ
、
し
か
も
あ
る
共
通
度
量
衡
単
位
（
た
と
え
ば
ツ
ェ
ン
ト
ナ
ー
）
に
よ

る
各
商
品
数
盪
で
1
,
J
J
,
2
,
"
'
,
J
l
,
n

図
こ
れ
ら
の
各
商
品
の
単
位
価
格
ヽ
1
,n-z, …
9
`
n
 

③
比
較
期
間
の
同
じ
商
品
群
の
数
量
Y
1
,
Y
z
,
…
と
ぷ

④
両
期
間
の
間
に
わ
た
る
各
商
品
価
格
の
変
動
比
率
1

"

Pi, 1
 
"P29…
'

1

 "
p
m
し
た
が
っ
て
P
1
1
t
1
,
P21t2, …
、
P
n
`
n

JJ,171:1, 
Jl,z 71:z, …
、
年
‘
n
…
…
…
…
…
・
：
基
準
期
間
に
お
い
て
n
品
目
の
商
品
群
の
購
入
の
た
め
の
貨
幣
額

ぐ
1P1n:1,
J
.
1
2
P
z
'
l
l
:
z
,
·
.
-
·
•
,
J
.
1
n

翌n`
…
…
…
…
比
較
期
間
の
同
じ
よ
う
な
貨
幣
額

き
ヽ
1
十

}
z'll:z 
+
…
＋
p
n日
n
:
'
…
…
…
…
基
準
期
間
に
輸
入
さ
れ
た
商
品
全
体
を
購
入
す
る
た
め
の
支
出
総
額

ぐ
1P1n:1

+
§
`
2
…
+
℃
n
,
 

物
価
指
数
算
式
の
原
型
を
め
ぐ
っ
て

6
向
木
）

以
上
よ
り

竺
11-

叫I-'

と
な
り
、

•
…
…
•
•
比
較
期
間
の
同
じ
よ
う
な
支
出
総
額

前
者
に
は
後
者
の
四
倍
の
支
出
を
必
要
と
さ
れ
、

六
七

ヽヽ・―,.. . ―------. ·~ --- ---・-・ 



.-ao 

こ
れ
よ
り
、
第
⑬
式
に
よ
り

す
る
と

1
 

1
 

n1 "
r
2
"
…
"
星
I
I
I
"
ー
|
|
＂

．．． 

1

1
の
と
き
で
あ
る
。

℃
 1 

JJ,2・., 

Jl,n 

な
お
、
こ
の
比
率
は
基
準
時
点
に
当
て
は
ま
っ
て
も
比
較
時
点
に
当
て
は
ま
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
で
1
n1 1
1
で
2
r
2
1
1
…
1
1
P
n
g
で
あ

る
際
、
同
時
に
で
1
P
1
7
1
'
1
1
1
P
2
P
2
r
2
1
1
 ... I
I
B
n
P
n
月
で
あ
る
と
き
は
成
立
し
な
い
。
し
か
る
に
、
比
較
時
点
に
お
い
て
き
7
1
'
1
,
P
2
7
1
'
2
,

…
、
P
n
r
n
が
き
、
で
2
,
…
9
B
n
に
反
比
例
す
る
と
想
定
さ
れ
る
と
き
は

H
は
算
術
平
均
で
は
求
め
ら
れ
な
い
で
、

(

5

)

 

平
均
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
事
態
を
ド
ロ
ー
ビ
ッ
シ
＼
ュ
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

き
P
1
1
t
1
11 P,2P21t2 1
1
…
1
1
苫
翌

r"＂e
と
お
く
o

C

は
定
数
。

℃
 17t1 11 c/P1, 
P,21t2 
"＂c
I
P
2
9
…
、
l
S
o
n
n
1
1
c
l
p
n

でl
7t1 1
1
P
2
r
2
1
1
 ... IIで屯星

す
な
わ
ち

き
｀
1
十
で
2
`
2
+
…
＋
で
ミ
星

G
I
I
 
きP17t'1
+
t
p
2
7
2
十
…
＋
l
L
n
P
n
n
n

ま
た
第
仰
式
よ
り
次
の
第
⑱
式
が
導
か
れ
る
が
、
こ
れ
は
既
述
の
「
平
均
価
格
比
率
」
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

1

き
P
1
n
-
1
十
で
2
Pz n
"
z
，
十
…
＋
で
忌
己
r這

B
1
1
|
l
l
 

G

き7t'1
+℃ •2 

n"z 
+
…
＋
で
星

こ
の
式
が
ど
の
よ
う
な
条
件
の
も
と
で
算
術
平
均
(
P
1
+
P
2
十
．．． 
p
n
)
+
n
と
な
る
か
が
問
題
と
な
る
。

基
準
時
点
（
期
間
）
の
各
商
品
価
格
が
そ
の
数
量
に
反
比
例
す
る
と
き
、
す
な
わ
ち

(
1
8
)
 

(
1
7
)
 

こ
れ
よ
り
次
式
が
導
か
れ
る
。
こ
れ
は
「
相
対
的
貨
幣
価
値
」
を
示
す
。

J.11 
"＂｝ 
1,J.12 
""l29 ... 9yn"
＂lSa. 

闊
西
大
學

q枇
清
論
集
』
第
一
四
巻
第
五
号

こ
こ
で
、
次
の
よ
う
に
想
定
す
る
。

そ
れ
は
既
述
の
と
お
り
、

前
節
で
述
べ
た
調
和
．

六
八
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ま
た
g
l
,gz, …
"
0
n
が
基
準
時
点
に
お
け
る
事
実
上
の
商
品
数
量
μ
1
,
μ
2
,
…
9
年
の
購
入
に
必
要
な
、

(

7

)

 

較
時
点
に
J
J
1
,
J
J
2
,
…
"
y
n
の
購
入
に
支
出
さ
れ
た
支
出
貨
幣
額
で
あ
る
と
き
は
次
式
が
導
か
れ
る
。

(19) 

こ
れ
よ
り

JJ1 P1 n-1 
+
 JJ2P21!2 +
…
＋
L
n
P
n
n
}
3
 

.V1 
11 P,1, 
.Vz 
11 J
J
,
z
'
…
9
y
n
1
1
苫
と
仮
定
さ
れ
る
と
き
、

は
、
こ
の
調
和
平
均
と
比
べ
て
あ
ま
り
有
益
で
は
な
い
と
い
う
結
論
へ
達
す
る
。
そ
こ
で
「
算
術
平
均
は
基
準
時
点
に
お
い
て
、
調
和

平
均
は
比
較
時
点
に
お
い
て
商
品
数
量
に
反
比
例
す
る
と
い
う
特
別
の
仮
定
に
依
存
し
、

は
、
両
式
の
い
ず
れ
も
当
て
は
ま
ら
な
い
」
と
い
う
結
果
を
導
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

も
し
、
基
準
時
点
に
お
い
て
比
較
時
点
と
同
じ
数
量
J
/
1
,J.12, …
＂
ぷ
が
取
り
入
れ
ら
れ
る
と
き
は
、

S
 177:1 +
 JJ21l:2 
+
…
+
y
n
n
さ

し
か
し
、
事
実
上
、
比
較
時
点
に
お
い
て
購
入
に
必
要
な
貨
幣
額
は
次
の
も
の
で
あ
る
。

．＾． l:t:i c;:i 
II II 

物
価
指
数
算
式
の
原
型
を
め
ぐ
っ
て
（
高
木
）

次
の
よ
う
に
な
る
。

も
し
、

HII 

J/1 
n:1十J/2
n:2 
+
 ．．． 
+
L
n
nぷ

JJ1 Pi n
:
1
十
ぶ
P
2
n
:
2
十
…
十
r
n
P
n
n
}
a

JJ1P1n1 +
 V2 P2 n:2 
+
℃
n
P
n
星

J/1 n:1 
+
 J/2 n:2 
+
…
十
年
星

1
 

,
 

+
 ... 4
I
I
 

p
n
 

も
し
、

六
九

ま
た
、
h
1
,
h
2
'
…
"
h
n
が
比

そ
の
購
入
に
必
要
な
貨
幣
額
は

そ
の
い
ず
れ
も
生
起
し
な
い
と
き

個
々
の
商
品
の
価
額
比
P
1
,
P
2
,
:
＇
＂
苫
よ
り
求
め
た
算
術
平
均



"8.2 

(
2
0
)
 

基
準
時
点
に
お
い
て
の
実
際
の
必
要
貨
幣
総
額
は

き
P
1
1
t
1
+
4
2
P
2
7
2
+

…｝
sも富
7
笛

に
必
要
な
貨
幣
総
額
は

(
1
9
 
*

)

 

且
卜
ぽ
控

’
f
:
t
I
i

で
1

JJ,z 

JJ,ra 

h
1
+
h
2
+
…

r
 

GII 
l
H
I
I
]
[．

t
 

同
時
に
次
の
関
係
が
成
立
す
る
。
す
な
わ
ち

9
P
2
 

で
1
k
1

，
 
J
/
1
 
g
l
 

P
1
 

B
A
n
 

...... 
9pn11

— 

注
h
2
5
 

ヽ

て
2.U2

,

S

a

g
畠

こ
こ
で
注
意
さ
れ
る
べ
き
こ
と
は
次
の
点
で
あ
る
。
い
ま
、
両
時
点
で
き
、
で
2

、…
5

で
望
が
計
算
に
入
れ
ら
れ
る
な
ら
ば
、
そ
の
購
入

で
11t1
+
 JJ,21t2 -l :
 

．．
 
}san-n 

で
あ
っ
た
。
こ
れ
よ
り
貨
幣
価
値
（
あ
る
い
は
そ
の
購
買
力
）
の
基
本
命
題
に
従
い
次
の
第
⑳
式
が
導
か
れ
る
。

- .'. 
IJ:t G:) 

II II 
l: l: ...... 
l: 
'l::!'l::! ... ... l: 
... ::t ::t ... 
::t ...... ::t 
... + + ... 
tiit 
..'l::!'l::! .. 
::t .... ::t 
.. ::t ::t .. + .... 
．＋＋． ＋ 
: .. : 
t + + + 
嘘で

l: 
で富

這` ;a ::t ;a~'l::! ;a 
;a ;a 
::t ::t 
這笛

も
し
、
‘Y1,!,!2,
…

全

と

k
1
,
k
2
,
・
・
・
,
h
,
,

を
取
り
入
れ
る
と
き
は
、
次
の
第
＊
因
式
が
導
か
れ
る
。

闘
西
大
學
ュ
親
清
論
集
b

第
｀
一
四
巻
第
五
号

七
〇
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(
2
1
)
 

ll1 

+
g
+
…
十
詈

き＋
P
2

十
…
苫

h
1
 
+
 
h
2
 
+
…
＋
h
n
 

JJ1 

+
 
JJ2

十・・・十
y
m

「
こ
の
平
均
価
格
が
高
け
れ
ば
高
い
ほ
ど
、
貨
幣
の
購
買
力
は
そ
れ
だ
け
低
い
」
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
よ
り

S
+
 
JJ2 

+…
y

n

)

（

ll1 

+
 
ll2

十
．．． 
g

こ

ご

P,1

+
 
/l,2

十
…
＋
苫
.
h
1
 
+
 
h
2
 
+
…
＋
h
n
 

i

（
口
旦
は
）
（
汀
汀
註
）

物
価
指
数
算
式
の
原
型
を
め
ぐ
っ
て
（
高
木
）

お
よ
び

す
な
わ
ち

七

Y
1
 +
 
Y
2
 
+
…
＋
g
n
 

G
I
I
 

吝
a
h
n

き
h
1

JJ,2 
h
2
 

ー

上

ー

ー

ー

ー

ー

ー

4
... 

i
|
|
 

J.'1 

J.12 

v,. 

Ii十
店
ぼ
ナ
・
・
十
見
ぽ

J.11 

J.12 

v,. 

H"_ 

Y
1
 
+
 
Y
2
 
+
…
＋
g
n
 

一

以
上
よ
り
判
明
せ
ら
れ
る
よ
う
に
G
と

H
と
を
決
定
す
る
も
の
は
第
⑲
、
＊
閥
式
の
一
組
と
第
⑳
、
ぶ
四
式
の
他
の
組
と
で
あ
る
。

こ
の
二
重
決
定
は
J.11

11
き
"J.12 
11 Jl
,
2
,
 
…
さ
311
年
の
と
き
、
そ
し
て
そ
の
と
き
に
限
り
G
と

H
と
は
相
等
し
く
、
従
っ
て
第
閻
式

「
G
と
且
と
の
決
定
に
両
決
定
の
い
ず
れ
が
上
述
の
場
合
に
他
に
優
先
的
に

適
用
さ
れ
う
る
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
場
合
に
は

S
と
ミ
、

JJ2

と
ぎ
：
・
y
n

と
苫
と
が
相
等
し
い
も
の
で
あ
る
必
要
は
な

一
方
が
他
方
に
優
先
す
る
と
い
う
こ
と
を
正
当
に
主
張
す
る
を
得
な
い
の
で
あ

い
。
け
だ
し
、
そ
れ
ぞ
れ
相
異
な
る
値
を
示
す
か
ら
、

(

9

)

 

る
」
が
、
こ
れ
を
明
確
に
す
る
た
め
ド
ロ
ー
ビ
ッ
シ
ュ
は
ツ
ェ
ン
ト
ナ
ー
を
重
き
の
単
位
と
し
て
採
り
、
そ
の
基
準
時
点
、
比
較
時
点

の
平
均
価
格
を
求
め
る
。

と
第
⑱
式
は
一
致
す
る
よ
う
に
な
る
。

こ
れ
よ
り
、

(
2
0
 
*
）
 

,_,__ .,. ・~-----------―~~-~---------------―•一----ゞ—- -'--'---•-~ し__:__ ___―'___ __ _ 



48鳥

第 ー 表

18碑 1867年

” 商 品

I I μ,. g,. T11 kn 

1 コーヒー 900,017 27,266,010 1,092,612 89,702,640 

2 紅 茶 29,519 2,712,410 25,112 2,858,790 

8 粗 鉱 614,922 9,371,150 780,948 11,467,060 

4 夕 ノゞ コ 125,062 4,511,470 304,375 11,773,610 

5 米 . 218,715 -2,027,020 865,489 2,908,910 

6 ホ ツ プ 46,187 4,162,660 79,597 6,944,330 

7 ノゞ ク 173,238 859,890 178,497 10,456,760 

8 インヂゴー 16,381 5,611,960 9,312 4,581,020 ， 洋 紅 4,580 1,819,750 4,752 1,232,330 

10 コークス油 66,506 2,233,000 81,081 1,049,410 

11 椰 子 油 71,430 2,188,240 46,638 1, 臨6,550

12 菜 種 油 64. 926 1,740,150 57,347 1;383,130 

18 亜麻仁油 59,485 1,4糾，780 61,616 1,582,660 

14 海 鳥 糞 309,389 2,347,160 758,071 5,120,760 

15 羊 毛 132,631 15,996,130 137,748 18,681,480 

16 綿， 花 529,991 15,296,800 766,904 61,666,360 

17 綿 絲 449,109 臨，213,210 239,706 31,275,530 

18 毛 絲 89,770, 15,913,560 152, _681 85,545,810 

19 麻 絲 . 61,721 7,002,480 83,415 9,615,940 

20 くずもの 132,252 1,684,510 118,500 1,512,650 

闘
西
大
學

q社
清
論
集
し
第
一
四
巻
第
五
号

+
 
Y
2
 

+…＋ 
g,.) 
＋
（
J/,1 

+
 
Jl,z 

++予
n

)

に

な
く
、
き
9

で
2

9
•.• 

9

年

と

U
1
,
g
z
,
 …

'g,,._
に

の
単
位
価
格
か
ら
求
め
た
平
均
と
し
て
で
は

均
価
格
を
定
義
す
る
も
の
で
あ
り
、
商
品
群

幣
価
値
を
表
わ
す
貨
幣
額
が
分
っ
て
い
る
平

第
皿
式
は
共
通
の
度
量
衡
単
位
の
期
間
的
貨

が
追
加
さ
れ
る
と
き
に
第
闘
式
へ
移
さ
れ
、

y
n
1
1
戸
に
対
し
て
P,1'11:1
1
1
で
2
r
2
1
1

…_予
n
r
n

よ
る
と
き
は
次
式
が
導
か
れ
る
。

峠
＋
咋
＋
…
十
”

n
 

こ
れ
は
算
術
平
均
、
幾
何
平
均
ヽ
い
わ
ん

や
調
和
平
均
で
は
な
く
、
単
な
る
比
率
形
式

に
よ
る
量
的
な
商
品
単
位
の
総
和
の
貨
幣
価

値
総
和
の
比
率
を
示
ず
も
の
で
既
述
の
(
Y
1

よ
る
平
均
価
格
を
示
す
も
の
で
、
こ
れ
を
ド

＇` 

こ
の
第
皿
式
は

J.11 
1
1
}
 1, 
J.12 
1
1
l
s
 

七



第 n
 

表

物
価
指
数
算
式
の
原
型
を
め
ぐ
っ
て
（
高
木
）

n
 
＇ 

r11伽
μ" 

邸姑
r,. 

R,. 

(
2
2
)
 

1 I 33,100,680 

2
3
4
5
6
7
8
9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
1
5
1
6
1
7
1
8
1
9
2
0
 

2,307,464 

22,901,240 

10,979,990 

3,387,300 

7,173,792 

8,611,746 

3,190,195 

1,369,313 

1,041,895 

1,428,743 

1,537,017 

1,487,430 

5,751,055 

16,643,443 

22,133,540 

12,923,486 

27,056,960 

9,463,679 

1,509,315 

32,704,240 

3,360,490 

9,029,270 

4,837,554 

1,440,743 

4,029,521 

10,441,148 

7,970,644 

1,187,725 

2,249,107 

1,909,145 

1,565,925 

1,526,635 

2,089,919 

-13, 125, 060 

35,698,600 

58,597,281 

20,906,282 

7,115,092 

1,688,232 

1.199 

1. 289 

0.968 

1.072 

0.859 

0.968 

1. 211 

1.420 

0.900 

1.007 

0.872 

0.900 

1. 064 

0.890 

0.820 / 

2.884 

2.420 

1.814 

1.016 

1.002 

巴182,968,283 1 221, 772, 613 I 

七

に
よ
る
計
算
の
た
め
第
Il
表
を
作
成
す

均
を
求
め
、
さ
ら
に
第
点
四
式
と
第
ぶ
四
式

ク
・
バ
ン
コ
に
よ
る
）
。

こ
れ
よ
り
算
術
平

数
量
は
ツ
ェ
ン
ト
ナ
ー
、
貨
幣
支
出
額
は
マ
ル

貨
幣
支
出
額
を
示
し
て
い
る
。

（
た
だ
し

年
の
ハ
ン
プ
ル
グ
市
の
輸
入
商
品
数
量
と

ち
、
第
I
表
は
一
八
五
四
年
と
一
八
六
七

の
統
計
書
に
当
て
は
め
て
み
る
。
す
な
わ

こ
れ
を
ハ
ン
ブ
ル
グ
市
の
商
業
取
引
所

で
あ
る
。

第
四
式
は
K
I
I
.
J
の
と
き
に
と
ら
れ
る
の

ロ
ー
ビ
ッ
シ
ュ
は
一
〇
カ
年
と
い
う
期
間
に
適
用
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
し
、
こ
の
期
間
の
平
均
価
格
は
次
の
表
現
に
よ
る
。

V1 +
 V
z
十
…
＋
さ
（
蕊
函
海
)
,
0
f
"
況

0
氾
浬
埒
窓
塁
）

M
1
十
界
＋
…
＋
ぎ
1
1

（
沖
画
慨
官
＿
C
汁

が
j

辻
ぶ

i
0
蕊ign翠
t
)
、頴）

も
し
、

K
力

年

の

後

ち

の

系

列

に

関

し

て

み

る

と

．

．

• 

W
1
 +
 Wz
 +
・
:
+
 W1; 

(ill gn翠

9
0
tぃ
S

S
氾
淵
珠
嘩
器
）

N1 +
N
2
+
・
:
+
N
K
…
（
沖
固
批
宮
K.
％

が

K

辻

q
0
蕊ign翠
)
'
郷
）

J

力
年
期
間
へ
対
す
る
K
力
年
期
間
の
相
対
的
貨
幣
価
値
は
次
式
に
よ
る
。

）
 

|
（

N1 +
 N
z
十
…
＋
N
K

〗(
V
1
+
<
2
+
…
＋
き

M
1
 +
M
2
+
…
+
 M;
 
W
1
 +
 Wz
 +
…
+
 W1; 

G_ 

―_,:__ ___________ c__ ____ :__—___—---—--
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絶
対
的
大
き
さ
に
関
し
て
何
等
決
定
的
な
も
の
で
は
な
い
。
か
く
し
て
ド
ロ
ー
ビ
ッ
シ
ュ
自
身
「
そ
れ
に
は
両
年
度
に
輸
入
さ
れ
た
商

品
の
総
体
に
同
じ
数
量
と
そ
の
価
格
が
計
算
に
と
り
入
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
、
ま
た
十
分
に
指
摘
さ
れ
な
か
っ
た
」
と

方
法
論
的
討
議
に
の
み
役
立
ち
、

る。

闊
西
大
學
ユ
社
清
論
集
』
第
一
四
巻
第
五
号

M

で
1
1
4
0
9
5
7
8
1
,
'
l
;
g
 1
1
 1
5
5
6
3
0
7
9
 0

(

B

1

1

0

 

.
7
7
4
3
5
 x
 
1
.
5
7
7
4
 1
1
 1
.
2
2
1
5
 

第
I
表
よ
り
(
M
t
1
1
5
2
8
9
2
9
6
,
 
°
l
;
h
=
2
4
5
4
9
5
6
7
0

第
伽
式
に
各
値
を
代
入
す
る
と

6
1
1
0
.
8
1
8
7
 

と
な
る
。
こ
れ
よ
り
表
の
二

0
品
目
の
商
品
価
格
の
一
八
五
四
年
と
一
八
六
七
年
と
の
比
較
で
は
、
平
均
し
て
一

0
0か
ら
―
ニ
ニ
・

l

五
へ
、
す
な
わ
ち
ニ
ニ
・
一
五
彩
だ
け
騰
貴
し
、
貨
幣
価
値
は
一

0
0か
ら
八
一
・
八
七
、
従
っ
て
一
八
・
一
三
劣
だ
け
下
落
し
た

こ
と
を
語
る
。
こ
れ
に
対
し
て
第
II表
の
価
格
比
よ
り
算
術
平
均
を
求
め
る
と

2
3
,
4
7
3
 

B

1

1

1

1

 

1
,
1
7
3
6

お
よ
び

6
1
1
0
.
8
5
2
1

と
な
る
。

2
0
 

従
っ
て
平
均
商
品
価
格
は
一
0
0
か
ら
一
―
七
•
三
六
へ
、
す
な
わ
ち
一
七
・
三
六
彩
だ
け
騰
貴
し
、
貨
幣
価
値
は
一

0
0
か
ら
八

H
=
l
.
(
≫
9
2
)
-

五
・
ニ
―
へ
、
従
っ
て
一
四
・
七
九
％
だ
け
下
落
し
た
こ
と
を
示
す
。
な
お
、
山
ー
皿
の
商
品
に
つ
い
て
第
伽
式
で
は
ぐ
T

=
0
.
9
5
3
1
'
 

E
.
1
1
 1
.
3
6
6
2
 

H
 1
1
 1

.

0

8

4

1

・

H

 

"＂ 1
.
2
6
3
4
 

皿
ー
閾
の
商
品
に
つ
い
て
は
(
G
1
1
0
.
7
3
2
7
)
が
求
ま
り
、
算
術
平
均
で
は
前
者
の
場
合
は
合
1
1
0
.
9
2
2
4
)
後
者
の
場
合
に
は
(
0
=
0
.
1
9
1
1

を
得
る
。
第
Il
表
よ
り
第
＊
閥
、
ぶ
四
式
よ
り
次
の
値
が
求
ま
る
。

「
~
=
1
8
2
9
6
8
2
8
8
,

I:~"" 

2
2
1
7
7
2
6
1
3
 

_
 • 

第
品
式
よ
り
(
G
1
1
0
.
7
4
5
3

第
ぷ
匹
式
よ
り
（
豆
昇
戸
戸
が
求
ま
る
。
す
な
わ
ち

6
と
H

の
値
は
二
重
に
存
在
す
る
。

B
.
1
1
 1
.
3
4
4
4
'
 

「
第
伽
式
に
よ
る
正
し
い
決
定
か
ら
の
相
違
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
間
の
相
違
」
が
問
題
と
な
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
伽
、
四
式
の

一
八
五
四
年
と
一
八
六
七
年
の
ハ
ン
プ
ル
グ
市
の
市
場
に
お
い
て
み
ら
れ
た
著
し
い
貨
幣
価
値
下
の

七
四
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以
上
よ
り
本
稿
第
一
節
の
終
り
に
述
べ
た
ジ
ェ
ボ
ン
ズ
の
幾
何
平
均
法
の
結
果
へ
対
す
る
批
判
に
う
つ
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

(

1

)

ド
ロ
ー
ピ
ッ
シ
ュ
、
第
一
論
文
、
三
一
ペ
ー
ジ

(2“)

ド
ロ
ー
ビ
ッ
シ
ュ
、
第
一
論
文
、
三
一
ペ
ー
ジ

(

3

)

ド
ロ
ー
ビ
ッ
シ
ュ
、
第
一
輪
文
、
三
ニ
ペ
ー
ジ

(

4

)

ド
ロ
ー
ビ
ッ
シ
ュ
、
第
一
論
文
‘
―
ニ
ペ
ー
ジ

(

5

)

 

C
.
M
.
W
a
l
s
h
 "
 Th
e
 M
e
a
s
u
r
e
m
e
n
t
 of 
General -Exchange ,
 
Value, N• 

Y. 1
9
0
1
,
 
P. 
1
9
4
 
ff. 

ウ
ォ
ル
シ
ュ
は
こ
こ
で
ド
ロ
ー
ビ
ッ
シ
ュ
批
判
を
試
み
る
。
す
な
わ
ち
、
ド
ロ
ー
ビ
ッ
シ
ュ
の
度
量
衡
単
位
は
、
各
期
間
も
し
く
は
時
点
に
お
け
る

物
価
指
数
算
式
の
原
型
を
め
ぐ
っ
て
（
高
木
）

と
な
る
。
右
の
各
比
率
は

m
1
1
n

の
と
き
、

七
五

そ
し
て
そ
の
と
き
に
限
り
1

"

5
/
4

お
よ
び
1

"

1

と
な
る
の
で
あ
る
。

な
お
、

2
a
 11b 

な
お
、

0
1
1
b
 

4m
。+
n
b

2
(
m
a
 ＋
ぇ
)
)

1
"
 

で
あ
れ
ば
4m＋
忌

1

"

 
2
(
m
 +
n
)
 

で
あ
れ
ば2
m
 +
n
 

1

"

 

m
+
 2n
 

1
 

い
ま
、

P
1
1
2
"
q
1
1
ー
の
と
き
は
次
の
結
果
と
な
り
、

2
 

m苫
＋
ミ
i
b

1

"

 

m
a
＋
ミ
b
)

両
時
点
の

m
ポ
ン
ド
の
カ
カ
オ
と

n
ポ
ン
ド
の
丁
字
に
つ
い
て
言
え
ば
そ
れ
ぞ
れ
の
平
均
比
率
は
第
⑱
式
に
よ
っ
て

(
1
1
)
 

言
う
。
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闘
西
大
學

3
紅
清
論
集
』
第
一
四
巻
第
五
号

あ
ら
ゆ
る
財
貨
の
こ
の
単
位
の
平
均
価
格
を
求
め
る
も
の
で
あ
っ
て
、
か
く
す
る
こ
と
に
よ
り
絶
対
的
平
均
価
格
よ
り
ま
ぬ
が
れ
よ
う
と
し
た
の
で
あ

る
。
な
お
、
ウ
ォ
ル
シ
ュ
に
よ
れ
ば
ド
ロ
ー
ピ
ッ
シ
ュ
は
単
に
「
価
格
の
平
均
L

ば
か
り
で
は
な
く
「
各
財
貨
の
度
量
衡
単
位
の
価
格
L
I
C

つ
い
て
比

較
を
行
な
っ
た
の
で
あ
り
、
r
共
通
度
量
衡
単
位
の
使
用
は
、
各
時
点
で
求
め
た
平
均
が

r
平
均
度
量
衡
単
位
の
平
均
価
格
L
(
A
n
a
v
e
r
a
g
e
 p
r
i
c
e
 
o
f
 

a
n
 a
v
e
r
a
g
e
 m
a
s
s
)
を
、
い
わ
ば
、
「
あ
ら
ゆ
る
財
貨
に
つ
い
て
の
そ
れ
を
意
味
す
る
L
(
W
a
l
s
h
,
ibid, 
P
.
1
9
6
)
。
こ
れ
は
全
体
の
財
貨
の
尺
度

（
度
量
衡
単
位
）
に
共
通
の
も
の
で
あ
り
、
一
種
の
^

Â
n
a
x
a
g
o
r
i
a
n
 h
a
m
o
e
o
m
e
r
i
a
'
'

の
作
用
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
更
に
ウ
ォ
ル
シ
ュ
は
次
の

問
題
を
ド
ロ
ー
ビ
ッ
シ
ュ
に
問
い
か
け
る
。

(
W
a
l
s
h
"
 ibid. 
P
.
1
9
6ー

P
.
1
9
7
)

H
何
故
に
、
ュ
共
通
の
容
稜
L

で
は
な
く
共
通
度
量
衡
単
位
が
選
ば

れ
た
か
、
⇔
こ
れ
に
よ
る
と
次
の
よ
う
な
不
合
理
さ
が
生
ず
る
が
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
し
て
救
う
か
？
す
な
わ
ち
①
、
そ
の
間
に
、
そ
れ
が
い
か
な

る
も
の
で
あ
れ
、
何
ら
の
価
格
変
動
も
生
じ
な
い
二
期
間
に
お
い
て
、
何
ら
か
の
不
規
則
な
変
動
が
単
位
最
に
起
こ
る
な
ら
ば
、
そ
の
結
果
は
「
諸
価

格
の
―
つ
の
変
動
L

を
示
す
…
…
こ
れ
は
ウ
ォ
ル
シ
ュ
の
命
題
二
七
「
あ
ら
ゆ
る
事
物
が
互
い
に
相
等
し
い
交
換
価
値
を
有
す
る
と
き
は
、
そ
の
う
ち

の
あ
る
事
物
の
一
般
交
換
価
値
は
確
定
不
変
で
あ
る
し

(
W
a
l
s
c
h
;
 ibid. 
P
.
4
4
)
と
命
題
一
五
六

r
い
か
な
る
交
換
価
値
（
あ
る
い
は
価
格
）
の
変
動

も
な
く
し
て
、
あ
る
グ
ル
ー
ブ
の
大
き
さ
の
変
化
が
何
等
か
の
↓
般
交
換
価
値
の
変
動
を
惹
き
起
こ
す
よ
う
な
こ
と
は
な
い
L
(
i
b
i
d
.
P
.
1
1
5
)
に
矛
盾

す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
⑫
、
そ
の
間
に
お
い
て
す
べ
て
の
価
格
が
全
く
同
じ
割
合
で
変
動
す
る
二
期
間
の
間
に
お
い
て
、
も
し
何
ら
か
の
不
規
則

な
変
化
が
単
位
量
に
起
こ
る
な
ら
ば
、
そ
の
結
果
は
、
こ
の
共
通
の
変
動
よ
り
相
異
な
る
変
化
が
生
ず
る
。
こ
れ
は
、
命
題
一
七
「
あ
る
事
物
の
特
定

の
交
換
価
値
の
す
べ
て
が
、
他
の
事
物
に
お
い
て
全
く
同
様
に
変
動
す
る
と
き
は
、
こ
れ
ら
の
事
物
の
共
通
的
変
動
は
、
あ
ら
ゆ
る
他
の
事
物
の
一
般

交
換
価
値
の
変
動
に
相
等
し
い
L
(
i
b
i
d
.
P
.
8
3
)

と
命
題
一
五
五

7

あ
ら
ゆ
る
価
格
が
同
じ
割
合
で
変
動
す
る
と
き
は
、
あ
る
グ
ル
ー
プ
の
大
き
さ
の

変
動
は
、
こ
の
共
通
の
価
格
変
動
の
逆
数
で
あ
る
貨
幣
の
交
換
価
値
の
変
動
に
何
ら
影
轡
し
な
い
L
(
i
b
i
d
P
.
1
1
5
)

に
矛
盾
し
、
最
後
に
⑱
、
そ
の
間

に
お
い
て
す
べ
て
の
価
格
が
い
く
ら
か
騰
貴
し
た
二
期
間
に
お
い
て
、
そ
の
単
位
量
に
何
ら
か
の
変
動
が
生
ず
る
な
ら
ば
、
そ
の
結
果
は
平
均
価
格
の

下
落
を
示
す
こ
と
す
ら
可
能
で
あ
る
。
な
お
、
•
そ
の
逆
も
成
立
す
る
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
ウ
ォ
ル
シ
ュ
は
「
こ
れ
ら
の
不
合
理
さ
は
二
重
加
重
法
を

用
い
る
こ
と
に
よ
る
の
で
は
な
く
、
共
通
度
盪
衡
単
位
を
選
ぷ
方
法
に
よ
っ
て
の
み
二
重
加
重
法
を
用
い
る
こ
と
に
よ
る
の
L

の
で
あ
る
。
ド
ロ
ー
ピ

ッ
シ
ュ
批
判
の
根
底
は
こ
の
よ
う
な
ウ
ォ
ル
シ
ュ
の
態
度
に
よ
く
う
か
が
わ
れ
る
。

ハ
ー
バ
ラ
ー
も
ド
ロ
ー
ビ
ッ
シ
ュ
の

7
市
場
で
用
い
ら
れ
る
数
量
単
位
L
(
m
a
r
k
t
-
m
i
i
t
l
i
g
e
M
e
n
g
e
n
e
i
n
h
a
i
t
)
を
根
拠
に
す
る
こ
と
は
「
全
く
恣
意

的
で
あ
る
L

と
い
い
、
(
H
a
b
e
r
l
e
r
,
S
i
n
n
e
 d
e
r
 I
n
d
e
x
z
a
h
l
e
n
,
 S
.
1
2
)

な
お
、
彼
に
よ
っ
て
批
判
さ
れ
た
ラ
ス
。
ハ
イ
レ
ス
自
身
が
、
ド
ロ
ー
ビ
ッ
シ

ュ
の
方
法
に
よ
れ
ば

r
物
価
変
動
が
表
わ
れ
な
い
で
、
数
量
変
動
だ
け
が
生
ず
る
と
き
の
貨
幣
価
値
変
動
を
問
題
と
す
る
も
の
で
あ
る
L

と
反
駁
す

七
六
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る。

(
L
a
s
p
e
y
r
e
s
"
D
i
e
B
e
r
き
h
m
塁
g
e
i
n
e
r
 
m
i
t
t
l
e
r
e
n
 
W
 a
a
r
e
n
p
r
も
s
t
e
i
g
e
r
u
n
g
J
 a
h
r
b
.
 f• 

N. 0
 .u. 
Stat!. 
1
6
B
d
,
 
1
8
7
~
.
)
私
見
に
よ
れ

ば
、
ド
ロ
ー
ビ
ッ
シ
ュ
が
そ
の
第

I
論
文
を
執
筆
し
た
当
時
は
、
ま
だ
ド
イ
ツ
の
度
量
衡
制
度
が
制
定
さ
れ
て
あ
ま
り
時
間
的
に
経
過
し
て
い
な
か
っ

た
こ
と
…
（
ゾ
ン
バ
ル
ト
に
よ
れ
ば
、
私
法
が
統
一
的
に
整
理
さ
れ
た
の
は
、
や
っ
と
十
九
世
紀
の
後
半
で
あ
り
、
一
八
四
七
年
に
全
ド
イ
ツ
為
替
法

が
公
布
さ
れ
、
一
八
六
八
年
に
な
っ
て
7

度
最
衡
法
」
が
制
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
：
•
W
.
S
o
m
b
a
r
t
”
D
e
r
 
m
o
d
e
r
n
e
 
K
a
p
i
t
a
l
i
s
m
u
s
,
 
8
B
a
n
d
,
 

1
9
1
6
,
 
S
.
5
7ー

-
S
.
5
8
)

…
…
従
っ
て
こ
の
よ
う
な
簡
単
な
加
重
法
を
用
い
た
こ
と
、
な
お
、
彼
自
身
は
数
学
者
で
あ
る
た
め
形
式
的
に
な
り
勝
ち
で
あ

つ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

(

6

)

ド
ロ
ー
ビ
ッ
シ
ュ
、
第

I
酋
文
、
三
六
ー
三
七
ペ
ー
ジ

(

7

)

ド
ロ
ー
ビ
ッ
シ
ュ
の
原
文
で
は
第
⑲
式
の

H
式
に
お
け
る
右
辺
の
分
子
、
第
一
項
が

0
1
Y
1

と
す
べ
き
を

0
1
き
と
な
っ
て
い
る
。

(

8

)

同
様
に
P
l
式
の
分
子
き
ぎ
と
す
べ
き
を
ミ
h
1

と
な
っ
て
い
る
。

(

9

)

ド
ロ
ー
ビ
ッ
シ
ュ
、
第

I
論
文
、
三
九
ペ
ー
ジ

(

1

0

)

7

マ
ル
ク
・
バ
ン
コ
L

と
は
一
種
の
二
誤
金
振
替
L

に
よ
る
名
目
単
位
で
あ
る
。
支
払
者
は
自
己
の
預
金
高
よ
り
債
権
者
の
預
金
高
へ
決
済
分

を
振
替
え
る
際
の
単
位
と
な
っ
た
。
ト
ー
ク
・
ニ
ュ
ー
マ
ー
チ
の
□

物
価
史
L
、
ア
ッ
シ
ャ
ー
独
訳
版
に
よ
る
と
ハ
ン
プ
ル
グ
と
各
取
引
相
手
都
市
と
の

間
に
次
の
状
態
が
み
ら
れ
た
。

(
i
)

（、ノ

Y

7
、A
、
ヽ
溢
口
＞
｀
F

＞、）

8
 

2
7
-
|
 
M
K
.
B
O
O
 11
1
ゞ
)
て
Y
•
4
)

て
ヽ
•
•
…
•
.c 
3
、

1
 

1
"
 1
5
ー

ー

ー

"

.Cl 11 1
3
M
K
.
7
.
4
e
 V
 1i
、‘、
4
Y
u
)

2
 

(

3

辻

H
i
v
H
H
社一
;t
1
 
7
 ;i
、ヽ
5
.

3
3
 V
 Jv,

、4
y
u
)

(
i
i
)

（
ヽ
／
＞
、
さ
ミ
溢
ヽ
4
9
)

,
2
7
i

！
ミ
・
‘
ん
Y

u
=

l

さて
y

．
さ
ミ
雷

2

4

 

2
2
2
ー

7

:

1

+

0

.

、
｀
羞
途
"
3
患

ー

7

：
ャ
ロ
ヽ
；
命

7
 

9
 

(
3
 ;'1 JHl’~l;l:1897 

7
 1/14. 39-lJ-:,, ̀
7'
ー
ト
）

物
価
指
数
算
式
の
原
型
を
め
ぐ
っ
て
（
高
木
）

4

斗
＂
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命
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(iii) 
(
ハ
ン
プ
ル
グ
対
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
）

3
 

27
了
マ
ル
ク
・
バ
ン
コ
=
1
ケ
ル
ン
・
マ
ル
ク
純
銀
、
40
マ
ル
ク
・
バ
ン
コ
=
3
5
,
0
6
 5
9
フ
ロ
ー
リ
ン

(
2
カ
月
払
で
は
=
3
5
フ
ロ
ー
リ
ン
）

(iv) 
(
ハ
ン
プ
ル
グ
対
ベ
ル
リ
ン
）

27 -
3
 

4
 
マ
ル
コ
・
バ
ン
コ
=
l
ケ
ル
ン
・
マ
ル
ク
純
銀
、
14
ラ
ィ
ヒ
ス
・
タ
ー
レ
ル
=
l
ケ
ル
ン
・
マ
ル
ク

300
マ
・
）
レ
ク
・
バ
ン
コ
=
1
5
1
ラ
ィ
ヒ
ス
・
タ
ー
レ
ル
、
10.
5
4
、
2
カ
月
払
い
=
1
5
2
ラ
ィ
ヒ
ス
・
タ
ー
レ
ル
10.
8
1
 

(
V
)
 
(
ハ
ン
プ
ル
グ
対
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
・
ア
ム
・
マ
イ
ン
）

3. 
1
 

27
―
マ
ル
ク
・
パ
ン
コ
=
l
ケ
ル
ン
・
マ
ル
ク
純
銀
、
2
4
-
フ
ロ
ー
リ
ン
=
1
ケ
ル
ン
・
マ
ル
ク
純
銀
、

4
 

2
 

100
マ
ル
ク
・
バ
ン
コ
=
8
8
フ
ロ
ー
リ
ン
、
17.
3
0
ク
ロ
イ
ツ
ア
ー
、
2
カ
月
払
い
=
8
8
フ
ロ
ー
リ
ン
、
52.
6
1
グ
ロ
イ
ツ
ア
ー

(vi) 
(
ハ
ン
プ
ル
グ
対
ウ
ィ
ー
ン
）

3
 

27
―
マ
ル
ク
・
パ
ン
コ
=
1
ケ
ル
ン
・
マ
ル
ク
純
銀
、
20
ク
ロ
ー
リ
ン
=
l
ケ
ル
ン
、
マ
ル
ク
純
銀

4
 

200
マ
ル
ク
・
パ
ン
コ
=
1
4
4
フ
ロ
ー
リ
ン
8.
6
4
ク
ロ
ー
ネ
ン
、
2
ヶ
月
払
=
1
4
5
フ
ロ
ー
リ
ン
56.
3
0
ク
ロ
ー
ネ
ン
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七
九

式
は
平
均
価
格
と
購
買
力
と
の
反
比
例
的
関
係
に
関
す
る
従
来
の
考
え
方
を
正
確
に
分
析
し
、
し
か
も
時
間
的
比
較
の
基
本
的
数
理
を

全
く
彼
独
自
の
方
法
で
明
ら
か
に
し
た
こ
と
に
力
点
が
お
か
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
っ
た
の
は
、
物
価
指
数
の
原
型
の
理
論
史
に
重
点
を
お

ド
ロ
ー
ビ
ッ
シ
ュ
の
第
Il
論
文
は
意
識
的
に
取
り
入
れ
な
か

，
な
お
、
本
稿
で

く
こ
と
に
目
的
を
定
め
、
従
っ
て
順
序
を
追
っ
て
浮
き
彫
り
的
に
理
論
を
発
展
せ
ん
と
し
た
か
ら
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、
本
稿
に
続
い
て

そ
の
第
Il
論
文
、
も
し
く
は
さ
か
の
ぼ
っ
て
ラ
ス
。
ハ
イ
レ
ス
の
第
I
論
文
あ
る
い
は
ド
ロ
ー
ビ
ッ
シ
ュ
を
媒
介
と
し
た
。
ハ
ー
シ
ェ
論
文

を
取
り
あ
げ
、

た
と
こ
ろ
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
い
わ
ば
、
本
稿
は
筆
者
の
物
価
指
数
研
究
、
も
し
く
は
そ
の
理
論
史
研
究
の
一
里
塚
と
も
い
う
べ
き

も
の
で
あ
る
。

一
連
の
物
価
指
数
論
を
た
ど
り
、

（
な
お
、
本
稿
執
筆
に
当
り
甚
だ
利
用
し
難
い
文
献
、
特
に
コ
ー
シ
ー
の
原
典
に
接
し
得
た
こ
と
に
関
し
て
は
、
京
都
大
学
理
学
部
大
学
院
生
、
藤
原

玄
夫
理
学
士
に
大
い
に
負
う
と
こ
ろ
あ
る
こ
と
を
述
べ
、
感
謝
す
る
も
の
で
あ
る
）

物
価
指
数
算
式
の
原
型
を
め
ぐ
っ
て
（
高
木
）

そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
物
価
指
数
算
式
の
原
型
を
見
出
す
こ
と
が
筆
者
の
意
図
し
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